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開議 午前９時３０分 

 

○議長（永谷幸弘君） 

  ただいまの出席議員は１０名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  順次発言を許します。 

  質問者は質問者席に登壇して質問を行っ

てください。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて５

０分といたします。 

  なお、質問者は、豊能町議会運営に関す

る申合せ事項の会議規則に関わる申合せ事

項に記されているように、通告にない質問

はできません。また、質疑・答弁を合わせ

て５０分と限られていますので、答弁者は

簡潔明瞭に答弁をしてください。 

  中川敦司議員を指名いたします。 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  皆様、おはようございます。 

  ただいま議長から御指名を頂きました、

中川でございます。 

  さて、この３月会議の一般質問では、主

に新型コロナウイルスワクチン接種などに

ついての質問を取り上げております。どう

かよろしくお願いをいたします。 

  まず初めに、通告書ナンバー１の、新型

コロナワクチン接種についてに関する質問

でございます。 

  全世界を震撼させた新型コロナウイルス、

日本国内で初めて感染者が確認されたのが

昨年の１月１９日、そして２月１３日には

国内で初めて感染者が亡くなられました。

さらに２月２７日には全国の小学校、中学

校、高等学校に臨時休校の要請が出され、

その後オリンピックの延期や緊急事態宣言

が発令されるなど、日本を含め全人類は新

型コロナウイルスに対してなすすべもなく

防戦一方の日々が続いてまいりました。し

かし、人類も新型コロナウイルスに対する

ワクチンの開発などに取り組んできました。

そして本年２月の１４日、ファイザー社製

の新型コロナワクチンが日本で承認、また

１月２９日には全国民が無料で新型コロナ

ワクチンを接種できる体制整備などの費用

が含まれる国の第３次補正予算も成立いた

しました。この予算成立を受け、我が豊能

町でも２月会議で一般会計補正予算が可決

し、新型コロナワクチン接種の取組が大き

く前進することになりました。この１年間、

新型コロナウイルスに対しなすすべもなか

った人類にとって、ワクチンの接種は新型

コロナウイルスに対しての反転攻勢の取組

であり、非常に大事な国家的プロジェクト

でもあります。したがって多くの住民さん

の関心の的でもあろうかと思われ、この一

般質問の放映を通して多くの住民の皆様に

状況をお伝えしたく考えております。 

  では初めの質問です。ワクチンの接種方

式には集団接種と個別接種があります。東

京の練馬区のモデルでは集団接種と個別接

種の併用型となっており、神奈川県の川崎

市モデルでは集団接種のみを検討されてお

ります。豊能町ではどのような接種方式を

考えているのでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  ここで暫時休憩いたします。 

（午前９時３３分 休憩） 

（午前９時３３分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 
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  おはようございます。 

  本町では高齢者が多く、また逆に医療機

関が数が少ないということもございまして、

計画どおりに接種を完了させるというため

には、個別接種プラス集団接種で実施をす

ることとさせていただこうと思ってござい

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  今、御答弁ございましたように、本町、

豊能町では集団接種と個別接種両方やって

いきますというようなことでした。では、

そしたら、その集団接種というのはどこの

場所を想定しているのでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  今のところ保健福祉センターにて実施を

予定するつもりでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  ただいま集団接種は場所が保健福祉セン

ターというふうな御答弁ございましたけど

も、当然集団接種いうことは、その場所に

ディープフリーザーも置くというようなこ

とになると考えておいたらよろしいんでし

ょうか。保健センターに。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  おっしゃるとおりでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  ワクチンの保管には温度管理が必要、重

要というふうに聞いておりまして、停電な

どが発生するとワクチンの品質の低下が危

ぶまれまして、そういった意味でも停電対

策とかそういったことはしっかりと考えて

おられるのでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  御質問のとおり、今議員もおっしゃいま

したようにファイザー社が今承認されてる

ということで、それについてはマイナス７

５度で保管をしなきゃならないということ

で、保健福祉センターにディープフリーザ

ーを置くんですけれども、それの停電など

の非常時につきましては電源確保が必要だ

ということで、非常用のモバイル電源シス

テムというのを用意させていただいて、こ

の用意させていただくシステムについては、

電源が落ちましても約８時間電源が供給で

きるというものになっているものでござい

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  このディープフリーザーですけども、ち

ょっと、つい二、三日前も何か大きなちょ

っとニュースになったようなこともあって、

たこ足配線かな、何かそんなんでちょっと

電力不足で冷えなかったみたいな、そんな

事例があったようですけども、その辺りの

しっかりと注意はされる予定ですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  町村としては後発といいますか、今そう

いった事象といいますか事例がたくさん出
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てくるでしょうから、その辺のところはし

っかりとニュースとしてチェックをしなが

ら、万全の体制で整えたいと考えてござい

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  今、集団接種に関する話をずっとお伺い

してきましたけども、次は個別接種のほう

をお伺いしますけども、個別接種はどのよ

うな場所でを想定されているんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  現在、池田市医師会を通じて接種をお願

いする医療機関を調整をしておりますが、

今のところ町内の個人の病院、クリニック

ですけれども、７か所から８か所の医療機

関で実施を予定していただけるというふう

な段取りを進めてございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  今、個別接種については七、八か所予定

してますいうようなことでしたけども、豊

能町は東西に広い地域でもございまして、

東地域では個別接種というものはできると

いうふうに考えておいていいんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  東地区につきましては本町の国民健康保

険診療所、ここで実施をしていきたいと考

えてございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  このコロナワクチンの接種ですね。これ

につきましては問診票の記載とか、その問

診とか、ワクチンの接種、そしてあと、ワ

クチンを打った後の経過観察など複数の作

業があり、ドクターや看護師さらには薬剤

師さん、こういった方も必要とされている

ようです。これらの多くの人材の確保につ

いては大丈夫なんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  集団接種時には、今おっしゃいましたと

おり問診を頂く医師、それから接種及び薬

液の充填、それから接種後の経過観察を行

う看護師、それから薬剤師の配置が必要と

なってまいります。現在、医師及び看護師

につきましては池田市医師会を通じて各医

療機関に御協力を頂くというような調査を

行っておりますが、医師につきましては内

科以外の医師も含めて皆様の御協力を頂け

るというような回答を頂いているところで

ございます。また、薬剤師につきましては

池田市薬剤師会に対しまして御協力の依頼

を既に行ってございまして、協力を頂ける

という旨の御返事を頂いております。ただ

一方、看護師につきましては、御協力を頂

ける医院もあると聞いておりますが、看護

師を配置していない医院もあるということ

から人員の不足が考えられますので、引き

続き本町といたしましてはしっかりと集団

接種ができるよう、様々な方法で看護師を

含むマンパワーにつきましても確保を努め

てまいりたいと考えてございます。いずれ

にいたしましても、接種事業全体で申し上

げますと、新型コロナウイルスワクチン、

これの接種を希望される皆様に全員接種し

ていただけますよう、接種体制の構築をし

っかりとさせていただきたいと考えてござ
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います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  今、個別接種のお話をずっと聞かせてい

ただいてはおりましたけれども、要はかか

りつけのお医者さんで高齢者の方へ打って

いただくという、そのような基本的な考え

方もございます。当然、豊能町内の住民の

方が豊能町内にあるクリニック、お医者さ

んがかかりつけ医院であればいいんでしょ

うけども、どうしても町外の箕面とか川西、

池田みたいな、そういうところにかかりつ

けのお医者さんがいらっしゃるというよう

な場合も当然ございますけども、そういっ

た意味では豊能町以外の医療機関でも接種

は可能かどうか、ちょっとよろしくお願い

いたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  大原則といたしましては住民票所在地の

市町村で接種をお願いするということで、

医療機関なり集団接種会場になるというこ

となんですけれども、今おっしゃいました

ように住所地以外でワクチンを受けるとい

うことも可能でございまして、入院それか

ら入所中の住所地以外の医療機関や施設で

ワクチンを接種される方もある、可能です

し、基礎疾患を持っておられて、今おっし

ゃいましたようなかかりつけ医が町外にあ

る場合についても可能と。それからお住い

が住所地と異なるというようなことについ

ても可能ということに国のほうではなって

ございますので、もちろん豊能町といたし

ましてもさせていただくということになっ

てございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  次は保健福祉センターのディープフリー

ザーですね。ここに保管されているワクチ

ンを各個別接種の場所へ運ばなくてはなら

ないというふうなことも当然発生してくる

んですけれども、その辺りの運ぶ体制とい

うのはどのように考えているのでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  最初に承認された、先ほども申し上げま

したけどもファイザー製のワクチンという

ことで、大阪府が指定した配送業者で私ど

もの保健福祉センターにまず配送されるこ

とになってございますが、そこで一旦保管

をさせていただいて、そこから各個別接種

の医院に配送するときなんですけれども、

小分けをして配送するわけなんですけれど

も、今のところ市域の大きいところは専門

業者というようなことも考えておられるよ

うです。本町におきましても、今、本町職

員でできるのか、それから専門性のある業

者へ委託するのかという二とおりでちょっ

と検討させていただいてございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  次は６５歳以上の高齢者のワクチン接種

というのが始まるんですけれども、だんだ

んと国の報道いいますか、それもちょっと

徐々に変わってきたりもしてまして、結局、

今現在、現状としましたら高齢者６５歳以

上の方への接種の開始時期及びいつ頃終わ

るかなみたいな、その辺りも分かる範囲で

お答えいただきたいと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 
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  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  国が示しております接種の期間というの

がございまして、それが令和３年２月の１

７日から令和４年２月末まで、これを予定

しているということをまず大前提としてお

さえさせていただきながら、今おっしゃい

ましたように状況が１日１日変わってきて

いるというような言い方になってしまいま

すけれども、当初は６５歳以上の皆様につ

いては３月の中旬にクーポン券を送らせて

いただいて、３月の下旬もしくは４月の中

旬ということで、そういうイメージになっ

てたんですけれども、今の段階では、高齢

者は一部の市町村が限定的に４月１２日か

ら、それから本格的には５月からというよ

うな流れになってございまして、本町でも、

この情報からいたしますと、今のところ４

月下旬ないし５月上旬から開始をさせてい

ただける、この辺りを希望してございます。

そこから、通常、ファイザーでしたら３週

間後に２回目ということになりますので、

そこは遅滞なく３週間後に接種ができるよ

うに努めてまいりたいと考えてございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  今は高齢者の６５歳以上の方のことをお

伺いしましたけども、そうしましたら、そ

れ以外の一般住民の方に、この一般住民の

方への接種開始の時期とか終了時期ですね。

この辺りも分かる範囲でお答えいただきた

いと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  先ほども申し上げました。本当に国も走

りながら、ファイザーのワクチンの、国に

どれぐらい入ってくるかということも確認

しながら進めているという状況で、非常に

不確定な部分が多いんですけれども、一般

の住民の方につきましては、今、現時点で

考えられますのは、６月下旬ないし７月上

旬、この辺りから開始を順次させていただ

いて、先ほども申し上げましたが、このフ

ァイザー製でしたら通常３週間後に２回目

の接種ということになりますので、その辺

のところをしっかりと確保できるようにス

ケジュールを組んでまいりたいと考えてご

ざいます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  今、ファイザー製のワクチンということ

で進んでおるんですけども、今後、複数の

ワクチンが承認されることになると推定さ

れますけども、その場合、集団接種場所で

も個別接種の場所でも複数のワクチンが混

在いうか配備というふうな、そんなことに

なるんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  現在国において承認されているのがファ

イザー製ということで、今おっしゃいまし

たように、あとアストラゼネカそれからタ

ケダ、モデルナというようなところが承認

を受けるのではないかというようなことに

なってございますが、原則といたしまして

１医療機関、また１集団接種会場で、１日

を単位といたしましては同じワクチンを取

り扱わなければならないと。逆に言います

と違った違うワクチンを取り扱うことはで

きないということになってございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 
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○３番（中川敦司君） 

  今、１日単位で使うワクチンを切り替え

るみたいな、そのような御答弁やったのか

なと思いますけども、ワクチンは通常２回

接種が必要というふうなことですけども、

当然１回目と２回目で同じワクチンを接種

できるような仕組みにはなってるんでしょ

うか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  １回目と２回目は同じワクチンを接種い

ただくということになってございますので、

その辺りは、先ほど１日単位と申し上げま

したけれども、豊能町にどのような、どの

社のワクチンが、国を通じて大阪府からで

すね。あてがいぶちになりますので、この

ワクチンをと町のほうから希望することは

できませんので、どのタイミングでどれが

入ってくるかということによって変わって

くるかと思いますが、お一人お一人の個人

に対しては同じ社のワクチンを接種させて

いただくということで、当然ですが進めて

まいりたいと考えてございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  あと、このワクチン打って副反応とかい

うのも報道とかされたりもしてますけども、

その中でアナフィラキシーショックですね。

こういったことも報道されてますけども、

こういったもの発生してもしっかり対処で

きるような、そういうふうな体制になって

るんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  その辺りは非常に大事な部分だと考えて

ございまして、特に集団接種、ここではそ

この会場で生理用食塩水だとか点滴セット

だとか、それからアナフィラキシーの治療

薬をしっかりとそこに置きましていざとい

うときには接種に来ていただいている先生

お医者様に御協力いただきながら対応して

いくということも大事ですし、それはもう

させていただくと。プラス救急搬送も予測

されるということですので、私どもの箕面

市消防本部ですけれども、事前に、この日

とこの日とこの日は豊能町で集団接種をす

るからしっかり対応お願いしますねという

ことのお願いと、それからそこから救急搬

送される病院ですね。大体この近辺の総合

病院、救急指定病院ですので、そちらのほ

うにも事前にお願いに上がって、この日と

この日とこの日については豊能町で集団接

種をさせていただくということで受入れ体

制をよろしくということで事前の調整をさ

せていただきながら、万全の体制を組んで

ワクチン接種を進めてまいりたいと考えて

ございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  いずれにしましても本当に国を挙げての

大きなプロジェクトというようなことでも

ありますし、一人でも多くの方にやっぱり

スムーズに安心して接種を受けていただけ

るように、これからもしっかりとお願いし

たいと思います。 

  では別の質問に移らせていただきます。 

  次に通告書ナンバー２の戸知山入口付近

の活用についての質問に移ります。 

  本年の２月の会議におきまして、和解及

び不動産の取得についてという第１号議案

が可決したことにより、戸知山入口付近の
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山林などを取得することになりました。こ

の取得したところの部分につきましては、

今後、水路の整備とか道路の舗装し直しで

すね。そういったことが必要になってくる

ということで結構大きな金額がこれから発

生するようなことになっており、次の当初

予算にもお金が、金額が計上されているよ

うでありますけども、結構な金額が発生し

ておりますので、そういった金額、費用で

すね。それを投入して水路や道路の整備が

必要ということですけども、そこまで費用

をかけるならば、せっかくやからこの場所

をしっかりと有効に活用していくことが望

まれると思いますけれども、何か活用方法

とかは考えているんでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  おはようございます。 

  令和３年度の当初予算案には、戸知山周

辺整備事業といたしまして、事業内容は戸

知山への進入路について排水設備と舗装の

整備工事を行うということを上げておりま

す。予算額は約4,８６０万円となっており

ます。戸知山に関しましては、今回ここは

入り口付近ではございますけれども、全体

で申しますと、ここを整備すればそれで

人々で賑わうようになれば町の活性化にも

つながるだろうと考えております。また一

昨年１２月には、戸知山の活用について議

会から政策提言も頂いたところでございま

すので、民間の力を活用して戸知山の広大

な敷地を活用できるような有効活用を検討

していく必要があるのではないかなとは思

っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  民間の力などをお借りして今後活用して

いきたいということやけども、実際、今の

ところはまだはっきりとした活用方法とい

うのはないというふうなことですので、そ

ういった意味でちょっと私のほうから、こ

んなんできたらいいやろなみたいなのをち

ょっとお話ししてみたいと思います。 

  近い将来、南海トラフ地震など大きな災

害が発生する可能性が指摘されております。

南海トラフ地震が発生すると、大阪市内で

も広範囲で浸水被害が発生が想定されます。

大阪市は八百八橋と呼ばれ、昔から川や運

河の多い地域でもあり、その川には堤防が

築かれております。地震で液状化現象が発

生すると防波堤は沈下し、ゼロメートル地

帯では川の水が侵入し、さらに津波がやっ

てくるとなるとさらに浸水被害が拡大いた

します。そうなると、その被災で住宅を失

う方も多く発生することになると思われま

す。被災された方は当然住む家に困ること

から、仮設住宅の設置が必要となります。

当然、大阪市でも仮設住宅の設置は検討さ

れているでしょうが、豊能町でも受け入れ

ることができる仮設住宅の候補地としてこ

の場所を準備しておけばどうかと思います。

この場所には電気、水道などのライフライ

ンは来ておらないため、ライフラインの設

置が必要です、当然。大阪市で被災された

方を受け入れる仮設住宅候補地のため、大

阪市や大阪府のお金でライフラインを整備

できれば好都合かと思います。この場所を

仮設住宅の候補地としてみてはどうでしょ

うか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  豊能町の地域防災計画には、町内の仮設

住宅候補地として東ときわ台６丁目公園、
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新光風台４丁目２号公園、希望ヶ丘２丁目

１号公園に合計２６０戸の仮設住宅を建設

することができるというように掲げており

ます。南海トラフ巨大地震で大阪府が想定

する豊能町の建物被害は、全壊が９戸、半

壊が１６６戸で合計１７５戸となっており

ます。仮にこの全１７５戸が仮設住宅を希

望するとすると、あと８５戸の仮設住宅の

建設が可能となります。こうした場合、大

阪府や大阪市は、戸知山に仮設住宅を建築

するのではなくて、この仮設住宅８５戸を

使用させてくれないかというような申出が

あるのではないかと思っております。また、

入居が迅速で居住性能が高く、コストが低

く抑えられる空き家などを活用した民間賃

貸仮設住宅を借り上げるというようなこと

も考えられますので、なかなかそういった

話は難しいのではないかなと思っておりま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  豊能町としても、仮設住宅の計画ですね。

そういったものがあるけども、全部を使う

わけじゃないから、そういった意味でその

余ってる部分を使っていただくとか空き家

とかで、そういったところで何とか収容で

きるん違うかみたいな、そのようなお話だ

ったんですね。そういった意味ではちょっ

とハードル高いんかなと思いましたけども、

実は仮設住宅と復興住宅を兼ね合わせた木

造建築物というものが開発されてまして、

このような。この木造建築物は木材を組み

合わせて作るもので、まさにコテージのよ

うなものですね。木材を組み合わせた構造

のため、分解して運んで別な場所にまた設

置し直すということも可能なため、仮設住

宅終わった後、今度復興住宅にも転用でき

るというような優れものでございます。さ

らに木材で増設もできますため、２階建て

にもすることも可能なような設計となって

おります。町内で産出される木材で建設し

て、当面はコテージのキャンプ場として活

用して、災害発生時に仮設住宅にしてはど

うかというふうに思いますけど、たしかに

仮設住宅の数が余ってるから大丈夫やいう

ことやけど、そういうふうな使い方もある

のでどうかなと思いますけども、いかがで

しょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  戸知山には一応井戸はあるものの、使用

可能かどうかは分からないという状況です。

また、下水道も引いておりませんので、こ

れらの整備には非常に膨大な費用がかかる

と考えられます。また、災害救助法が適用

されますと災害仮設住宅建設の実施主体は

都道府県となります。建築済みの建物、コ

テージやバンガローのような建物を応急仮

設住宅に転用した場合、既に町が負担した

建設費用を大阪府が後になって賄ってくれ

るのかどうかということは難しいんじゃな

いかなと思っております。ですので大変画

期的な御提案だと思いますけども、なかな

か難しいんじゃないかなと思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  私はなかなか面白いなと思って取り上げ

させてもらったんですけども、やっぱり仮

設住宅というのは、一旦建てて目的が終わ

ると全部ばらして廃却みたいな、非常にも

ったいない使い方をしてると思いますので、

こういうやっぱり、後々に復興住宅として

も使えるようなものにするほうが私はいい

かなと思います。豊能町でそれができるか
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どうかは別にいたしまして、副町長もいず

れは大阪府のほうにお戻りになられること

になろうかと思いますので、どうか大阪府

に帰っても、こういう復興住宅も使えるよ

うな仮設住宅もあるんやないうことを覚え

て帰っていただいて、ぜひとも大阪府のほ

うでもそういう提案も、もし機会があれば

していただければと思いますので、どうか

よろしくお願いを申し上げまして次の質問

に移らせていただきます。 

  次に通告書ナンバー３の空き家の対応に

ついての項目に移らせていただきます。２

０１２年からの豊能町における男女別人口

と世帯数について、各月のデータをエクセ

ル表に私、入力いたしましてグラフ化して

みました。その結果、人口は減少傾向。減

少言うても少しなだらかな減少になってき

ておりますが、世帯数につきましては２０

１８年６月にボトムを形成し、現在まで上

昇傾向です。すなわちＶ字回復の傾向が所

帯数は見られますが、この上昇要因は何だ

とお考えでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  大西住民部長。 

○住民部長（大西隆樹君） 

  おはようございます。 

  議員おっしゃるように、２０１８年頃か

ら人口と世帯数の推移を見ますと、人口は

減少する一方で世帯数は増加するという、

言わば逆転現象が起こっております。人口

と世帯数の変動につきましては、転入、転

出、世帯分離、合併、一部転居などの住民

異動により生じます。逆転現象の原因とし

て考えられますのは、一つとして少子高齢

化が進む場合の特徴として、高齢の方が亡

くなる一方で出生数は減少し、人口が自然

減となる中でも世帯数は大幅に減少はしな

い。そしてもう一つとして転入、転出の傾

向から、転出の際、若い世代が単身で転出

し親世代は残るということで、世帯数自体

は変わらないというようなことがあります。

一方で介護施設への入所、それから単身で

の転入による単身世帯の増加、それから世

帯分離をする世帯が増加しているというよ

うなことが考えられます。以上のようなこ

とから、結果として人口が減少している中

でも世帯数は増加するという現象が起こっ

ているもの考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  そういった意味では、豊能町の実際の世

帯数の増というのは転入による増は少ない

なというふうな御回答だと私は解釈いたし

ました。そういった意味ではやはり、転入

促進というのをこれからもしっかりと取り

組んでいかなあかんなと思いましたので、

その部分についての、次はお話いうか質問

させてもらいます。 

  実は鹿児島県長島町では変わった取組を

行っておられます。民間企業と連携をして

ＶＲ、バーチャルリアリティですね。ＶＲ

を活用した空き家紹介サービスを実施して

おります。このバーチャルリアリティ、仮

想的な現実という意味があって、遠く離れ

た場所であっても限りなく現実に近い実体

験や臨場感が味わえるというものでござい

ます。３６０度カメラで撮影した部屋の状

況とか、あとドローンを上空に飛ばして実

際そのおうち、空き家のおうちがその町の

どの辺にあるのか、駅からどの辺にあるの

かみたいなのが分かるような、そういうふ

うな映像も添付しており、このＶＲゴーグ

ルを使って、現地に行かなくても空き家の

状況や周辺環境を体験できる仕組みでござ

います。豊能町においても新たな転入促進

のため、このバーチャルリアリティ、ＶＲ
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を活用した空き家サービスなんかを行って

みてはどうでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  おはようございます。 

  今、御提案ございました町のシティプロ

モーションの方法として、バーチャルリア

リティなどのＩＣＴを活用したＰＲ活動を

行ってはどうかということでございますが、

こちらについては非常に有効だとは認識し

ております。今まさにインターネット時代、

デジタルコンテンツは無限の可能性を秘め

ていると思っております。今後は転入促進

に向けて新しい技術の活用を検討しながら、

転入促進につなげてまいります。また、最

新の技術を取り入れた取組についても官民

連携による取組ができないかも含めて検討

してまいりたいと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  今、鹿児島県長島町のこの変わった取組

の説明、紹介させてもらいましたけども、

実は長島町ではこれに限らず物すごくいろ

いろと取組をやっておられまして、実は転

入者への住宅改修補助制度、そういったも

のも導入もされているようでございまして、

そういった意味では転入者の支援を行って

おられます。また別な地域になりますけど

も、新潟県の十日町市、ここにおきまして

は転入増加の促進のために、Ｕターンされ

る方への補助金制度も導入して、転入促進

をされております。豊能町でも転入促進策

として、今申し上げたような制度を実施し

てみてはどうでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  新潟市の十日町市のふるさと回帰ＵＩタ

ーン補助金事業について拝見させていただ

きました。コロナ感染症対応地方創生交付

金の事業の一環としておりまして、人口密

集していない安全・安心な暮らしの場を提

供するということを目的とし、十日町市を

ふるさととされる方へリモートワーク等の

ＵＩターンを対象にした補助金制度でござ

いました。豊能町も人口密集していない安

心・安全な場所であると考えております。

今後は十日町市の事例を参考に、リモート

ワークやサテライトオフィスをキーとした

移住促進についても検討してまいりたいと

考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  今、お答えございましたけども、やっぱ

り去年から始まったコロナの影響で、テレ

ワーク、こういったものが急速に進んでい

るようでもありまして、自宅で仕事を行え

るような流れも社会全体でできつつござい

ます。大阪市内などへ通勤する場合、豊中

や池田などと比べて通勤時間や通勤費など

において不利な立場に豊能町はございます

が、通勤が不要なテレワーク等であれば、

環境のよい、土地の安い豊能町にも魅力を

感じていただけるものと思います。どうか

引き続きこのような取組の検討をお願いし

たく思います。 

  では別な項目に移らせていただきます。 

  では通告書ナンバー４の鳥獣被害の対応

についての質問に移ります。 

  小さい頃、おとぎ話、童話で「三びきの

こぶた」や「赤ずきんちゃん」を読んだこ

とがありました。どちらにも共通する生き

物、それはオオカミでございました。オオ
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カミは北半球に生息しており、シカやイノ

シシなどの動物を捕まえる習性があるため、

熊などとともに北半球における動物界の頂

点に君臨したものと思われます。しかし、

ヨーロッパなどで牧畜として飼育されてい

る生き物、動物がオオカミに襲われてきた

ことから、人類からオオカミは嫌われる存

在になり、オオカミは駆逐され、絶滅した

地域もございます。オオカミが絶滅したこ

とにより生態系が崩れ、野生の動物が増え

て農業被害が多発してきているような状況

でもあるようです。そういった意味でアメ

リカでは、イエローストーン公園かな、オ

オカミを復活させる取組も行われているよ

うでありますが、日本では困難な取組と思

われます。そこで、オオカミの子孫でもあ

る犬を鳥獣被害に活用できないかというこ

とであります。すなわち、農地に侵入しよ

うとするイノシシやシカを犬で追い払うと

いうことです。このような取組いかがでし

ょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  おはようございます。 

  それでは先ほどの、犬を使ってというと

ころについてお答えをさせていただきます。 

  犬を活用した獣害防護対策につきまして

は、全国でも取り組まれているような例が

紹介もされております。対策につきまして

は、犬がいてることで野生動物が近づかな

い、あるいは動物の接近を知らせてくれる、

また追い払ってくれるといった効果がある

ようでございますが、その一方で犬が吠え

ないとか、吠えても逃げない、あるいは人

に吠えるとか、そういった問題もあるよう

でございまして、そうした問題点を解消し

て、犬を使ってより効果的に獣害対策を講

じていくということにつきましては、犬に

対しましてもある程度一定の訓練が必要で

ございまして、そうした訓練を継続して行

っていくことが求められておりまして、飼

い主によります日々の訓練も重要と考えら

れるのではないかというふうに思います。 

  また、大阪府の動物の愛護及び管理条例

におきましては、犬の飼い主にはその飼育

する犬について、人の生命、身体または財

産に害を加えるおそれのない方法で常に係

留しておかなければならないとして、係留

の義務が課されております。また、飼い主

には、第三者に危害が及ばないよう注意義

務も課せられておりますので、なかなか犬

を放し飼いにするということは難しいので

はないかというふうに思われます。居住地

のすぐ隣に農地があるような場合ですとそ

ういった条例に違反することは少ないとは

考えられますが、離れた農地の場合には飼

い主の目が届きにくいということもござい

まして、そういったことも含めますと、犬

を活用して野生動物を追い払うということ

については、先ほど申し上げましたような

犬の訓練の問題、あるいは先ほど申し上げ

ました動物愛護に関する条例の趣旨、こう

いったものを踏まえながら慎重に検討する

必要があるのではないかというふうに考え

ております。よろしくお願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  実際、犬を使った事例はあることはある

けども、ハードルが高いというような回答

でございましたので、そういった意味で実

際の犬を使うのは難しいんであれば、じゃ

あ犬に代わる何かで被害を防止するという

ようなことを次に述べてみたいと思います。 

  その内容はどんなのかといいますと、犬

の声を録音しておいたり、また、イノシシ
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やシカの悲鳴ですね。そういうのを録音し

て、この音声を流すというような方法、取

組でございまして、いわゆる犬の声ですね。

そういうようなものとか、あとシカやイノ

シシの仲間の悲鳴が聞こえることで、その

場所は危険やなというふうに、どうも動物

が判断するようで近寄らなくなるようでご

ざいます。また、イノシシは、実は調べて

みましたら目が悪いんですね。色盲らしく

て青色しか見えないようで、そういった意

味で電柵などに青いテープを付けたり、夜

にオオカミの目を模した目が青く光る仕掛

けやとか、青く光る電飾などによってイノ

シシが寄り付かなくなるような効果もある

ようでございます。実は今申し上げた機能

を持ち合わせた撃退機も実は開発されてお

りまして、この間買ったんですけど、イン

ターフェイスというこういう雑誌なんです

けども、この中にいわゆる撃退機というも

のの作り方が書いてあるんですけれども、

こういった非常に制御基板の回路図とかも

書いてあって、作り方が紹介されておりま

すので、こういったものを一遍ちょっと試

しにやってみてはどうかと思いますけども、

いかがでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  御提案いただいておりますイノシシの撃

退器ということでございますけども、まず

そのイノシシの生態ということにつきまし

てはまだ解明されていない部分も多く、人

を襲う場面が報道されるということもござ

います。ただ本来はとても臆病で警戒心の

強い動物と言われております。このため光

や音などに対してもとても敏感で、見知ら

ぬ音あるいは周辺の変化にも注意深く警戒

しているというふうに言われております。 

  御提案いただいております撃退機でござ

いますが、現在市販されているものの中に

は青い光あるいは犬の声、仲間の悲鳴など

の音を発生させてイノシシを撃退するもの

があるということは承知しております。た

だ、実際にイノシシがこれらの青い光、犬

の声、仲間の悲鳴を嫌う傾向にあるかどう

かといったことは学術的には解明されてお

りません。また、イノシシは学習すること

でそうした光や音になれてしまい、確実な

効果があるかどうかまだ不明な点も多いと

思われます。御提案いただいております撃

退機につきましては、継続的に効果がある

として紹介もされているようではございま

すが、ただ、イノシシの生態や性質等を踏

まえますと、これまでのところこうした撃

退方法について有効かどうかまだ不明な部

分も多く、直ちに導入することは難しいと

考えられます。ただ、農地における有害鳥

獣の被害をなくすということは、本町にと

ってもかねてからの懸案事項となっており

ます。議員の御提案いただいておりますこ

うした取組につきましてはまた参考とさせ

ていただきまして、他の自治体の事例等に

ついても情報収集に努めながら、また勉強

もさせていただきたいというふうに思って

おります。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  中川敦司議員。 

○３番（中川敦司君） 

  これからもしっかりと検討をしていって

いただきたいと思います。 

  時間の関係で次の質問に移らせていただ

きます。 

  それでは通告書ナンバー５の、放置され

る糞の対策についての項目に移らせていた

だきます。 

  糞の後始末については注意を喚起する立
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札などを通して啓発されておりますが、ペ

ットのものと思われる糞が歩道に見受けら

れることもございます。京都の宇治市では

イエローチョーク作戦でペットの糞の害を

防止しておるようでございます。住民の皆

さんに御協力を頂き、放置されているペッ

トのフンの周囲を黄色のチョークで丸く囲

んで日時を書き込むことで、住民が迷惑が

っていることや周囲が見ているぞというよ

うなことをペットの飼い主に意識させる狙

いがございます。この取組を続けることで、

糞の放置がゼロになった地域もあるとのこ

とでございます。車の駐車違反の取締りの

ような内容ではありますが、地域の美化向

上のため豊能町でも実施してみてはどうで

しょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  大西住民部長。 

○住民部長（大西隆樹君） 

  ペットの糞対策ということですけども、

確かにこれまで、議員おっしゃるように放

置しないでという看板等によって啓発をし

てきたところです。そのおかげ、その効果

があってということかと思うんですけれど

も、住民の皆さんや飼い主の方の御理解と

御協力により非常にマナーが向上し、近年

では町に対してのそういった苦情といいま

すか、そういったものが寄せられていない

というような状況でございます。今後もこ

うした状況が続くように、関係する皆様と

協力しまして啓発に努めてまいりたいとい

うふうに考えておるところでございます。

ただ、議員御紹介いただきました宇治市の

取組は非常に効果的で、他の自治体もそれ

に倣い新たに取り組んでおられるというこ

ともお聞きしております。今後、糞対策で

困っているという状況が散見されるという

ようになれば、議員御指摘いただいた方法

をぜひ御紹介させていただきまして、その

対策を講じてまいりたいというふうに思っ

ております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で、中川敦司議員の一般質問を終わ

ります。 

  議場換気のため、暫時休憩いたします。

再開は１０時３０分といたします。 

（午前１０時２０分 休憩） 

（午前１０時３０分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  次に、小寺正人議員を指名いたします。 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  こんにちは。 

  今日は地域包括ケアシステム、これとて

も難しいテーマなんですけど、それを取り

上げてみたいと思います。 

  ６５歳以上の人、これを高齢者と規定し

ています。人口に占める高齢者の割合が

７％を超える、そういう状態を高齢化社会

と呼んでる。その高齢化比率が１４％を超

えると高齢社会と、こう呼んでいる。そし

てまたその高齢化率が２１％を超えてくる

と超高齢社会と呼ばれている。日本は１９

７０年、大阪万博の開かれた年でございま

すが、高齢化率は７％になったので高齢化

社会に突入した。それから高齢化社会が

７％になったんですけど、そのときの合計

特殊出生率が2.１３だったんです。その２

４年後、１９９４年、ここでは高齢率が１

４％を超えてきたので高齢社会と、これに

突入した。高齢化社会から高齢社会になっ

た。そのときの合計特殊出生率は1.５０で

ございました。その１４年後、２００７年、

ついに高齢化率が２１％を超えた。これを

日本では超高齢社会と呼んでいるわけです。 

  内閣府の平成２９年度版高齢社会白書に
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よると、２０１６年１０月１日現在の日本

の高齢化率は２7.３％となっていると。と

いうことは超高齢社会にもう既になってい

るという認識ですね。２０６５年、これに

は高齢化率が３８％を超えるという推計が

出てる。ここで令和３年度町政運営方針の

中に、目標４の中に、元気で暮らせる支え

合いのまちづくりについて。この中に、本

町は高齢化率が４６％を超えてると。人口

の約半分が超高齢社会となっていますと書

かれているわけです。さらに高齢者一人一

人がどのような心身の状況にあっても自分

らしく住み慣れた地域の中で支え合いなが

ら安心して暮らしていけるよう、地域包括

ケアシステムを地域の実情に応じて構築す

るとともに、第８期豊能町高齢者福祉計画

及び介護保険事業計画に基づき、高齢者保

健福祉や介護保険サービスの充実を図りま

すと、こう書かれているわけです。そこで、

介護保険事業、これはどうなってるのかと。

豊能町だけでなく日本の自治体全てが黒字

になっております。貯金をどこの自治体も

ため込んでいるわけです。だから会計的に

見れば健全な状態となっている。関わるス

テークホルダーというんですか。利害関係

者がこの地域包括ケアシステムには多いの

で大変だと、このように思いますが、本町

の地域包括ケアシステムはもうでき上がっ

ているのか、でき上がっていないのか、お

聞きします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  今、議員がおっしゃっていただきました

ように、地域包括ケアシステムとは、地域

の実情に応じて高齢者が可能な限り住み慣

れたその地域でその有する能力に応じ自立

した生活を営むことができるよう、介護、

医療、介護予防、生活支援、住まいといっ

た様々なサポートによりまして、健康に留

意して生活をしていただくというようなこ

とになってございまして、もう一度申し上

げます。地域の実情において高齢者が可能

な限り住み慣れた地域でその有する能力に

応じて自立して生活を営むということでご

ざいますので、全国津々浦々市町村がござ

いますが、その中でいろいろな形の包括ケ

アシステムがあろうかと思います。その中

ででき上がっているのかと、本町について

もでき上がっているのかというような御質

問なんですけれども、その辺りで申し上げ

ますと、地域包括ケアシステムといいます

のは、でき上がりましたというようなこと

は多分ないと思ってございまして、今、人

口の高齢化とか超高齢社会とかいうことも

おっしゃっていただきましたので、これが

変動する限りいろいろな形で地域包括ケア

システムは変化していくんだろうなと思っ

てございますが、大前提でお答えさせてい

ただきますと、本町はコンパクトな町でご

ざいますので、地域包括支援センターを中

心に、お医者さん、医介連携ですね。それ

から住まいとかボランティアの方々だとか

社協だとか、顔の見えた形で取り組んでご

ざいますので、今現在におきましてはその

方の困りごとについてはしっかりと対応さ

せていただいておりまして、いろいろな多

種職連携でケアできているのではないかな

と思っておりますが、今後も、先ほど申し

上げましたように変化してまいりますので、

そのところは十分アンテナを立ててキャッ

チをさせていただいて、引き続き、自助・

互助・共助・公助、この四つの助、この力

を連携させていただいて様々な生活介護、

解決していくために本町のさらなる地域包

括ケアシステムについては引き続き構築を
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してまいりたいと考えてございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  実は１年半前に治療のため、治療という

か薬をもらいにある医師のところに行きま

した。豊能町は地域包括ケアシステムはど

うなってんのと聞かれた。たしかそのとき

にはコンサルに事業計画作ってもらってて、

アンケートがたしか各家庭に配られてたと

思う。うちにもきたような気がします。そ

の医師の方は、そんな、地域包括ケアシス

テムって医師会に相談してるかと、相談な

しにこんなもんでき上がるかと、そういう

ふうに言われて、これは僕らはコンサルが

やってくれてると、こういうふうに思い込

んでたから、ちょっとこれは調べてみない

かんねということで、いろいろなところの

研修会も参加したわけですがなかなか難し

いということが分かりました。難しいとい

うことは分かりました。そこで、何で介護

というシステムができたかというと、医療

システムだけではあかんと。それでは赤字

が積み上がるばかりなので、介護保険とい

う保険制度を作って分離させたわけですけ

ど、本来それができるまでは医療だけでや

ってたはずなんです。そうすると、医療と

介護の連携をどうしてもとらないかんと、

このケアシステムの中でね。ということの

はずですわ。だから医療と介護の連携は豊

能町ではちゃんととれてるんですかね。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  医療と介護の連携はとれているのかとい

う御質問でございます。 

  本町には総合病院がないということと、

それから診療科目によっては科目の診療所

が本町にはないという状況で、社会資源的

に課題がないというわけではございません

が、先ほども申し上げましたように、本町

はコンパクトな町でございます。物理的な

ことも含めまして、地域包括支援センター

などの介護を担うセクションと、医療を担

う地域の医療機関、クリニックの先生方と

はふだんの業務の中からオン・ザ・ジョブ

でしっかりとお互いに顔の見える関係がで

きているものと考えてございまして、制度

的には、先ほども申し上げましたように多

種職連携だとか地域ケア会議だとか、個別

ケース会議なども必要に応じながら、介護

を必要とする方の様態に応じまして、在宅

医療だとかそれから介護が円滑に提供され

る仕組み、これが連携できているというこ

とで思っておるところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  先ほどの先生の言葉ではできてないとい

うことです。できてるとおっしゃってるけ

ど。それで、住民のニーズと医療、介護の

連携の実態ですよね。これ課題も含めて、

これは町として認識できてるのかどうか、

これもお伺いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  住民のニーズに合っているかどうかとい

うことでございますが、介護保険事業計画

のこともおっしゃっていただきましたが、

今ちょうど第８期の、この４月から始まり

ます３年を１期とします計画でございます

が、第８期の介護事業計画について最終詰

めをしているところでございます。その計

画を策定するに当たりましては、まず将来

にわたる年齢別人口の動向、それから現在
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の介護サービスの利用状況、これらの分析

は当然させていただきながら、それからニ

ーズ調査、アンケートですね。これを６５

歳以上の住民の方にニーズ調査をさせてい

ただくということと、それから現に要支

援・要介護認定者、要支援・要介護認定を

受けておられる方々にも実態調査を実施を

させていただきまして、分析をさせていた

だきました。さらに介護保険サービス事業

者からも課題等も聞き取りをさせていただ

いた上で、今、策定をしているところでご

ざいまして、必要な人に必要なサービスを

必要な量、今後も提供していくということ

でしっかりと住民のニーズに合った計画を

立てていき、それを実際実現してまいりた

いと考えてございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  住民のニーズはアンケートによってちゃ

んと捕まえました、そういう答弁でしたね。

課題はどうですか。そのアンケートで分か

ったんですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  大きな課題といたしましては、やはり今

先ほど来からおっしゃっていただいていま

す、高齢化、超高齢社会ということで、フ

ォーマルな介護保険制度だけでは中々担い

切れないという豊能町の実態が浮き彫りに

なってまいりました。となりますと、どう

していくかといいますと、やはりインフォ

ーマルなボランティアの方々とか自治会の

方だとか地域の方々とか、その方々も含め

て地域力で高齢者の介護、生活を担ってい

くというふうな状況が見えてまいりました

ので、今度の８期についてはそちらのとこ

ろにちょっと重きを置きながら計画を立て

させていただいているという状況がござい

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  それでは町長にお伺いしますが、町長は

医師会など専門職団体と呼ばれる薬剤師会

とか歯科医師会とか、そういう団体とコミ

ュニケーションとっていますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ありがとうございます。 

  コミュニケーションとってるかというこ

とですけれども、とってるというところで、

まず医師会の方々、これは大阪府池田のと

ころにあります医師会の方々、それから介

護保険事業者の方々と定期的に情報交換は

させていただいてますけれども、今コロナ

禍の関係でなかなかできていないというの

が現状ですけれども、定期的な課題の共有

というのはしっかりとさせていただいてい

るところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  第８期の介護事業計画の策定に当たって、

目標をどのように定めて、多職種連携、連

携ですよね。医師会とか歯科医師会とかそ

ういう連携、それから在宅医療の体制、そ

れから急性期病院かな。これはないのかな、

豊能町は。ということは池田の医師会かな

んかと連携取らなあかんと、そういう意味

ですよね。それから在宅支援診療所、これ

が一般に言われるまちのお医者さんという

ことですね。これの連携をうまくとってま

すかという質問です。 
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○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  介護と医療、これの連携を特に議員御質

問いただいていると思ってございますが、

先ほども申し上げましたように、課題とし

てはやはり総合病院がないということと、

それから専門クリニックで診療科目がない

というようなところがございます。その課

題については我々も認識をしてございまし

て、例えば総合病院でしたら、私どもも、

定期的にというわけにいきませんけれども、

市立池田病院の院長だとかそれから事務局

長だとか、その辺のところは、私どもの国

民健康保険診療所も含めて、介護の実態と

かそれから二次医療ですね。あそこは地域

医療連携型の病院でございますので、その

辺のところをしっかりと豊能町と連携を組

んでやっていただきたいということで面談

をさせていただいているというようなこと

もございます。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  次にその介護予防ですよね。これは豊能

町の中でも何度も出てくる言葉ですけど、

問題はその地域支援事業、これどういう方

向で考えておられるのか、町として。介護

予防のための地域支援事業をどのように考

えているか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  国もこの介護予防の地域支援事業、非常

に力を入れてございます。それはなぜかと

いいますと、先ほど申し上げましたように、

議員もおっしゃいました。国も湯水のごと

く財源があるわけではないということで、

地域力で解決するところは解決してほしい

というところもございまして、私ども介護

予防の観点から、地域で何ができるかとい

うことで、例えば超高齢の高齢者もたくさ

ん豊能町は２０２０年問題も含めてござい

ますので、有償ボランティアの方々とかも

含めて、そういった地域の方々とネットワ

ークをしっかり組んでいくというようなこ

とも、今度の第８期の計画の中には盛り込

みもさせていただいて、既にその有償ボラ

ンティアの方々と含めて連携を取る話を進

めているところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  その第８期の事業計画は、もうこの３月

で期限がくるはずですけど、まだみんな行

き渡ってないですけど、報告ありましたか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  第８期は４月、今、第７期でございまし

て、４月から第８期なんですけれど、今、

最終の、大阪府との最終調整をさせていた

だいている段階でございますので、それが

済みましたら策定了ということになると考

えてございますので、速やかに議員の皆様

にも策定した冊子についてはお示しをさせ

ていただきたいと考えてございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  それでは次にまいりたいと思います。 

  新型コロナウイルス感染症の問題は前の

方が行ったので飛ばします。 

  次、合計特殊出生率、標準化死亡比とい
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うやつですね。以前から何度も合計特殊出

生率の問題を取り上げてきたんですね。昨

年７月３１日に厚労省が、平成２９年１２

月３１日時点の全国1,８８５団体の平成２

５年から２９年度の人口動態統計を公表し

た。それを１２月議会でコピーして皆さん

お配りしたと思いますけども、その中で豊

能町の合計特殊出生率は0.８４でワースト

ワンであったと。片や豊能町、男性の標準

化死亡比というのは７7.７で、上から、い

いほうから３番目だと、そういう結果が出

てるわけです。ええのか悪いのかいうこと

ですよね。うれしいようなうれしくないよ

うな話ですわ。それで豊能町の姿が、出さ

れた人口動態統計を見てある程度分かって

きたと。子供はもう全然生まれないと、全

国一番低いと。お年寄りの方はどんどん延

命で元気にやってはると。その真ん中があ

るのかというと、真ん中がどうもなさそう

だということで、どこから町の再生を図る

かいうのは、この合計特殊出生率、前回は0.

８２、今回は0.８４ですか。全然改善して

るとは思えないわけです。それは難しいこ

とは分かってるんです。分かってるけどや

らなかったら何も改善しないわけです。一

般に不可抗力やと、おれらのせいと違うと、

我々のせいではないと言われたらそうかも

しらんけども、行政の無謬性という言葉聞

いたことありますかね。ないです。無謬性。

法に従って適切にやってるんだと、どこに

も間違いはない、おれは正しいと、そうい

うのを行政の無謬性、こういうふうに呼ん

でる。ところが世の中は変化が物すごい速

くて大きい。そういう世の中に突入したら

変化にも対応していかなあかん、どうして

もね。難しいのは分かってるんですよ。皆

さんも分かってると思います。その合計特

殊出生率0.８４の改善に向けてＰＴを作っ

たかですね。作ったんですかね。作られて

ない。どうです。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  ＰＴを作ったかという御質問でございま

すが、合計特殊出生率を上げるためのプロ

ジェクトチームというのは作ってはおりま

せん。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  そこからメスを入れたらどうかという提

案をずっとしてきてるわけです。どうした

らいいのかいうのを僕もある程度は提案し

てると思うんですけどね。我々でも何個か

挙げろといったら挙げることはできますよ。

例えば、的を絞ったらどうかと。２５歳か

ら３５歳のところでリバウンドが起こって

るではないかと。ここで適切な施策を打っ

たらどうかと。補助金を出すなりね。いろ

いろな方法ですね。そういうのを言ってる

しね。これ一つの考え方ですから、検討せ

なあかんと思いますよ、それはね。それか

ら特定公営住宅。若い世代のための住宅。

福祉住宅じゃないですよ、この公営住宅。

これを作ったらどうか。だって所有権を持

った一戸建ちがもうほとんどですので、９

６％ぐらいたしか、賃貸物件がないんです

よね、豊能町。それを変えるためにそうい

うのを作ると。それ作るのにお金がかかる

からＰＦＩを使ったらどうかと。それを使

ってるところが、佐賀県のみやき町なんか

はもう３棟ぐらい作ってるはずです。４棟

目ぐらいかな、今やってると思うんですけ

どね。ただで作れると。それの資料も開示

したと思うんですよ。そういう方法も検討

したらどうか。当然場所も検討せなあきま

せんよ。それは当たり前のことですけど。
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それから、例えばゼロ歳児、１歳児、２歳

児の保育料を無償化したらどうかと。そう

したらその動機につられて２５歳から３５

歳の世代の人がここへやってくるのではな

いかと。ただし、住むところがないから来

たくても来れないという問題を解決せなあ

かんわね。それと、土曜、日曜、祝日、公

営では、公営の保育所はやってますかね。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  おはようございます。 

  公営の保育所、認定こども園については

土曜日は行っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  土曜、日曜、祝日には休めないと、小売

りの方なんかは絶対休めないです。そんな

ところ休んだら、もう会社やめてって言わ

れますわ、絶対にね。そういう人たちの、

おるかおれへんかは調べてみな分かりませ

んけど、預かり保育を検討してみたらどう

かと。それは別にすぐにできる話やと思い

ますけどね。それから、若い世代、この辺

を何とかひきつけんといかんわけやから、

時代の波に乗っかかると、ドリフトすると

いうことやね。そうしたら、これはちょっ

と本当に検討しないといけないかも分から

ないけど、地域のＦＭ局を作ってる自治体

だってあるじゃないですか。ユーチューバ

ー、今、小学生の卒業生のなりたい職のナ

ンバーワンじゃないですか。そうでしょう。

それを養成する講座を開いてみる。継続的

にやらないと駄目と思うけどね。やりたい

人が絶対寄ってくる。寄ってくると新しい

波ができると。中にはｅスポーツをやりた

いと。ｅスポーツでオリンピックが開かれ

るや開かれへんやという話もありますが、

やりたい人もいてはる。それも開いてみた

らどうかと。３Ｄプリンターで立体的なも

のを作ってみたいと。そういう人たちのた

めの講座作ったらどうかと。僕らはもっと

進んで、ハッカーを養成するような講座を

作ったらどうかと思ってるんですよ。これ

は勉強せんとあかんので大変やけども、資

格認定というのもあるそうですね。ブラッ

クハッカーじゃなしにホワイトハッカーね。

ＣＨＥという。そんなのもあるそうです。

そういうのを検討して、若い世代が飛びつ

きそうな、そういうのを町全体でプロジェ

クトチームを組んで、可能性も検討したり、

やってみる予算も要るし。あまり今のやっ

てるところではお金かからないと思うけど

ね。それで、この中で、ちょっと飛びます

けど、保育所、幼稚園の民営化を図ったら

どうかと。財源が要りますやん。その財源

を確保するためにこれを踏み切らざるを得

ないじゃないですか。一斉にやることはで

きないとしても、段階を追いながら民営化

に踏み切ったらどうかと。何度も提案して

ると思うんですよ。それを全然、聞きたく

ないのかどうか分かりません。やってない

と。でも、２月５日でしたよね。２月１２

日と、学校運営協議会、ＣＳの準備委員会

の様子がズームで放映されましたよね。そ

れを見て、これが町を変える可能性がある

なと僕は感じましたけどね。これは、学校

運営協議会は地域が学校を作っていくわけ

やから、自分らの責任作るんやからね。別

に東と西と別の方向性を出しても構わない

わけや。それは運営委員会を、これはよい

結果が得られると僕は確信しました。 

  それから、これもちょっと飛ぶかも分か

らんけど、ＰＦＩの検討をしてなかったと。

研究をしてなかったから真剣に研究してま

すという答弁がありましたね。学校の建設
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費を何とか安く上げてやろうという。そう

いう、それを僕らが見て、それは参加した

人が何人かおりましたよね。１０名ぐらい

おりましたよね。真剣な討議、質疑をやっ

て、これはできるんではないかと私は思い

ましたがどうお感じになりましたか。ＰＦ

Ｉの件は。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  御質問のＰＦＩの件なんですけども、教

育委員会としてもいろいろ勉強しておりま

す。近隣市への視察、また内閣府ＰＦＩ専

門官派遣事業を活用して内閣府からも専門

家を豊能町に派遣していただきました。小

寺議員のほうも一緒に視察や内閣府の話を

聞いていただいたと思います。これらの視

察や研修におきまして、ＰＦＩ、ＶＦＭ、

バリューフォーマネーですか、現れてくる

かということなんですけども、いろいろ話

を総合しますと、本町の場合ある程度進ん

でおりまして、民間事業の単体の工事にな

りますので、バリューフォーマネーを生み

出すことがなかなか今では難しいのでない

かということは伺っておりますけども、し

かしＰＦＩにおいてはよいところも勉強さ

せていただきました。今後教育委員会にお

きましてはいろいろな事業がございますの

で、その辺については事業があればまたそ

の辺も検討していきたいというふうには考

えておるところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  とにかくもっと深く踏み込んで、国とも

相談しながらやってもらいたいと思うんで

すよね。僕も昨日すぐに内閣府へ電話した

ら、その人はリモートワークしております

言うてちょっとその日、昨日はお話できま

せんでしたけど、できるだけ負担がかから

ないようにやってほしいと思います。 

  次に教育の無償化、保育料の無償化やか

ら学校に上がるまでの人ですね。安倍内閣

が消費税増税するに当たり、３歳児から５

歳児にかけて教育、これは幼稚園か。それ

からこども園そして保育所の保育料の無償

化を打ち出したので、そうですよね。無料

化になったんですよね。しかしながらゼロ

歳児、１歳児、２歳児に関しては、その無

償化の適用はされていないということです

ね。我々委員会、福祉教育常任委員会でも

守口市にそれは視察に行きました。保育料

無償化に踏み切ったらどうかというのも議

会の中で提案をしてきたと思います。ゼロ

歳児、１歳児、２歳児の保育料の無償化を

前向きに検討する旨の答弁が１２月議会に

あったと思います。それは令和３年度から

実施することになるのかどうか、まずお聞

きします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  無償化につきまして、１２月議会の町長

の答弁では、町長は研究を進めていくとい

うふうな回答をされたと思います。結論で

すけども、今後、令和３年度におきまして

は、ゼロから２歳児の無償化については行

わないということになっております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  ゼロ、１、２、１歳児、２歳児の保育料

を無償化したときに、豊能町の負担する費

用というのは幾らぐらいと見積もられてま

すか。 

○議長（永谷幸弘君） 
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  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  ２月１日現在ですけども、ゼロ歳児から

２歳児を来年度無償にした場合は年間で約2,

１００万円と見積もっております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  それでは次に移りますが、町政運営方針

目標２の中に、西地区において新たな認定

こども園の設置に向けて協議を進めますと、

こうあります。当然以前から保育所、幼稚

園、こども園の民営化の提案をしてきたん

ですけども、その検討はしているのかして

いないのか、お聞きします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  保育所、幼稚園の民営化の件ですけども、

教育委員会としまして現在、近隣市町の民

間の保育所、認定こども園の状況や、保護

者への保育サービスの内容などについて情

報収集をしております。将来の乳幼児数の

推移、保育所と幼稚園を統合し新たなこど

も園を設置する場合の町財政の負担など、

町部局とも協議を行い進めていきたいと思

います。また、先月には先進事例のところ

に視察にも行っておる次第でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  お隣の箕面市、市長が代わりまして、市

長は箕面市の保育所、幼稚園は全て民営化

するとはっきりと述べておられますので、

何か豊能町がおかしなことをやってると私

は全然思ってないわけですけど、さらにお

金が問題なら民営化も含めて検討しないと。

我々が行った守口市は、民営化して８億円

のお金を生み出してそれをやったと言って

るんだから、それはお金なしに民営化とか

無償化はできないと思いますよ。それ間違

いないですよね。 

  それから次に行きます。 

  教育力日本一という標語が３年来ずっと

書かれてたと思うんですよ、運営方針の中

にね。今回はそれがなくなったと。書かれ

ていない、どこにも。私自身は教育力とい

うのは教える力、要するに指導力を日本一

にしようという考え方は立派な考え方、そ

ういうふうに考えておりますけど、ただ、

教育力日本一を簡単に測定できるようなも

のだったのかどうか、それをちょっとお伺

いしたいと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  豊能町につきましては保幼小中一貫教育

を掲げておりまして、学校運営協議会を立

ち上げて、家庭、学校、地域のそれぞれの

教育力を高めていきたいというふうに考え

ておるところでございます。 

  教育力日本一が、どこの自治体がという、

一番はどこか、またどのように測定するか

ということですけども、どこが日本で一番

と決めることはできません。教育力日本一

と掲げた自治体がそこに住む子供たちに教

育力日本一につながる内容を育み、成果と

して表れてきたら日本一に進んでいると感

じるものであるというふうに考えておりま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  客観的に測定するようなものはないと、

そういう答弁ですね。 
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  じゃあ次に行きます。 

  町政運営方針の中に、令和元年度の経常

収支比率が１０4.２％、２年連続１００％

超えとなった。豊能町行財政改革プラン２

０１９を基本とした行財政改革の実施によ

り健全化と成長が両立し得る財政基盤を構

築し、将来にわたり持続可能な財政運営を

進めてまいりますとあります。現在豊能町

の財政力というのかな。財政力やね確か。

これは９月の議会だったかな、もう下がり

続けてると内田部長の答弁です。上がるこ

とはどうもあまり期待できないような答弁

でした。経常収支比率、問題は１００％越

えの状態がこのまま続けば、財政の健全化、

成長が両立することができると考えている

のかどうかお聞きしたいと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  経常収支比率が１００％を超えるという

ことは財政構造が硬直化しているという状

況にあります。この状態が続くといろいろ

な政策的な経費に充てる予算が足りないと、

財源が足りないということでございますの

で、こういった状況は改善していく必要が

あるのではないかなと思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  改善しないといけないと考えておられる

んですよね。具体的にはどのように改善し

ていくように考えておられるのかお聞きし

たいと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  大変難しいものだと思ってますが、経常

収支比率を改善させるためには経常的な収

入を増やして経常的な支出を減らしていく

ということになります。具体的にはなかな

かそれを実行するのは難しいんですけれど

も、行財政改革プラン２０１９で掲げてい

る取組項目を着実に実行していく必要があ

るのではないかなと思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今の答弁によりますと、そういう具体的

な案はないと。進めないといけないことは

分かっているけど具体策はないと、こうい

うあれですよね。そうするとずるずるずる

ずるといくことになりますよね。どこかで

断ち切らないと、この言うてることがこれ

ほんまかいなという、書いてあるだけとち

ゃうのということになると思いますけど、

そう思いませんか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  行財政改革プラン２０１９に掲げた項目

は具体的な項目でもありますので、掲げた

以上はそれを着実に実行していく。それを

やっていけば数値は改善していくものと思

っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  具体策がないのにやっていくと。気持ち

だけ。竹やりで戦うような感じですよね、

今の答弁ではね。具体的に損切りするとこ

ろは損切りして、すっきりして前へ進まな

いといかんと思いますよね。じゃあどこを

切るのかが問題のところですよね。これは

町長の指導力ということになると思います

が、町長の決断、いろいろなことを決断し
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ていかないといけないと思うけど、これは

絶対やらないと町民のためにならないわけ

やから、やりたいけどやれませんとではす

まんと思いますがいかがですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ありがとうございます。 

  今、決断ということですけれど、それを

やっていかないといけないということで、

あらゆるものをやっているという状況でご

ざいます。ですから一つ一つの積み上げと

いうことになりますけれども、まず歳入を

増やしていくというところに関しては、や

っぱり人口減少を止めないといけないとい

うところで、小寺議員からもおっしゃられ

ているいわゆる子育て層、２０歳から３９

歳までの方々をこちらのほうに迎え入れる

ために、まず一つは学校教育の部分として

学校をはっきりとさせて、先ほどもありま

したけれども公営住宅とかそういう部分の

施策、その前に空き家の解消をする。流通

化をさせていくというところにも今現在取

り組んでいるところです。そういうのも踏

まえてやっていかないといけませんので、

これは必ずやっていかないといけないとい

うこと。あとは一方で歳出を抑えていくと

いうところでどこかを切らないといけない

と。こう切れるところがいわゆる経常収支

比率の中の義務的経費の中で抑え切れない

ところが非常にありますけれども、それも

手を入れながら、もう一つは投資費用とそ

れから維持管理費用という部分を、どうい

うふうにバランスをとっていくかというと

ころをしっかりと見極めた上で決断してい

きたいというように思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  難しいことはみんな分かってると思いま

す。そんなお金あんのに出さんとやってる

とか、そんなことは僕らは思っていないけ

どね。それでも涙流しながらも切らなあか

んところは切らなあかん。絶対に。それが

何なのかというと、町の権限行使というこ

とになるので、もう決断は町長の腕次第と、

こういうふうに私は思います。 

  それから最後に行政のデジタル化。これ

が、デジタル化があって、その次にデジタ

ライゼーションというのがあって、最後に

デジタルトランスフォーメーション、今Ｄ

Ｘと呼ばれるやつがテレビでも放映される

わ、ユーチューブ見たらそれが飛び回って

ますわ。そこのＤＸを目指して企業は何を

してるのかというと、これが社運を決める

という大事な局面に来てるわけです。ここ

で負ければもうずっとあかんと。つぶれる

いうか先細りになるばかりということです。

行政も行政のデジタル化問題を乗り越えて

いかなあかんわけです。変化がもうめちゃ

くちゃ早くて、それの波も大きいわけやか

ら、デジタルに明るい職員を採用を考えな

いといけないと。それはどんな形でやるか

いうのは任期付職員でも構わないわけです。

必ずそういう人たちは組織を渡っていきな

がら行く人たちやから、成果出せへんかっ

たら次の職場がなくなるので必死になって

やってくれると思います。そういう人たち

を、ＣＩＯやとかＣＤＯというのはチーフ

デジタルオフィサーという意味ですけど、

企業なんかはこれの重要性を物すごい増し

てるという話です。だからそういう世の中

に流されないようにやっていってほしいと

思いますが、いかがですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 



 

 2－26 

○副町長（池上成之君） 

  国において目指すべきデジタル社会のビ

ジョンが示されました。自治体においても

デジタル技術を活用した行政サービスが求

められる時代ですので、ＩＴに詳しい専門

的な人材が必要となる分野は今後も増えて

いくと思っております。ですがいろいろな

課題がありますけれども、いずれにしても

将来的には可能性として考えていかなけれ

ばならないかなとは思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  これで私の質問を終わります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で、小寺正人議員の一般質問を終わ

ります。 

  議場換気のため、暫時休憩いたします。

再開は１１時３０分といたします。 

（午前１１時１９分 休憩） 

（午前１１時３０分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、井川佳子議員を指名いたします。 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  ７番・井川佳子でございます。皆様、こ

んにちは。 

  通告書どおり質問させていただきますの

で、理事者側の皆様にとりましては、私に

分かるように、簡潔明瞭にお答えいただき

ますよう、よろしくお願いいたします。 

  まず第１問でございます。 

  ダイオキシン飛散防止済み廃棄物埋立処

分案についてでございます。 

  旧双葉保育所の園庭に埋めるとされてい

ますが、やはりあれから町の人の声を聞き

ますと、あそこは町の中心になるところだ

し、あそこに埋設するのはどうなのかとい

う声も聞いております。また、道の駅構想

もなくなったことを残念に思う人も少なく

ありません。あの辺りの、いずれ役場周辺

を整備するときの足かせにならないのかと

いう声も聞いております。その後、いかが

お考えでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  こんにちは。 

  ダイオキシンの飛散防止済みということ

ですけれども、中間処理済みのものという

形で、そのままでも埋め立てても大丈夫な

ものであるということで、今、仮置きをさ

せていただいておりました。今回の双葉保

育園の跡地というのが、最終的に将来にわ

たって町がしっかりと管理ができるという

場所というところで選ばせていただきまし

た。それから移動するときのリスクも含め

て将来にわたってというところも含めて考

えさせていただきました。道の駅の構造が

なくなり、そしていずれ余野の発展に足か

せとならないかということでございますけ

れども、今現在の、当初考えてた最終処分

場という部分に関しては、一定の期間いわ

ゆる何の変化もなければ、もちろん管理を

ずっとしていきますけれども、変化がなけ

れば上面のほうの利用ができるということ

で、駐車場であるとかそういうところの転

用はもちろん可能であるということです。

ただ、杭を打ってその構造物を変化させる

ということになると、これはできませんの

で、あらかじめその部分を排除した状態で

の建築は可能だというように思っておりま

す。ただ、今現在の状況はということです

けれども、地域の方々からの御意見も頂き

まして、嘆願書を提出されたところでござ

いまして、今現状の安全、現状のものも含
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めて御理解を頂きながら、今後の対応を協

議させていただきたいというように存じて

おります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  今は仮置きなんですけれども、町長がお

っしゃっているのは最終処分地ということ

ですので、もう埋めてしまえばそこなんで

すよね。そこがすごく皆様心苦しいところ

でありまして、ほかの地にないのかと、別

に町の真ん中に埋めなくてもよいのではな

いかということなのでございます。いかが

ですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  おっしゃるとおり、これまでの町長も含

め、それから全職員が一同となりながら町

内にほかの場所がないかというところも当

たってまいりました。町有地というところ

でいくとほかにももちろんありますけれど

も、直接的な水利を御利用されてたり、ま

たは他府県のところに非常に近いというと

ころのものもございまして、たくさんのと

ころを当たってまいりましたけれども実現

には至っていないというのが今までの経過

でございます。１２月７日の日に余野のほ

うから、自治会の方々から嘆願書受け取り

ました。今後の対応につきましても、そし

て原点に戻りもう一度、それぞれの状態の

ものを御報告をさせていただきながら、今

後の進捗を進めさせていただくということ

で、定期的な報告をするというところが今

現在になっております。今回、コロナ禍の

段階で、１２月の１１日に会合を持たせて

いただきましたけれども、飛んでおりまし

て、この３月のところで報告をさせていた

だいて、協議といいますか意見交換をさせ

ていただくという段階になっております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  今お聞きしました３月報告してという、

それはどういう会議ですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  すみません。嘆願書を提出されたのが１

２月の７日で、そのときの嘆願書の内容の

ところと、それから意見交換をしますとい

ろいろな状況のものを報告をしてほしいと

いうような要望が出てまいりました。今の

状況も含めて、今後どういうふうに対応す

るかというものを定期的に会合を持ちまし

ょうと。ほぼ２か月に１回ぐらいの割合で

進捗状況を自治会のほうに報告をすること

ということになりまして、１２月の７日の

以降ですけれども、今まで検討した内容も

含めて、もう一度お話合いを持つというの

がその定期的報告会というような形になり

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  すみません。その定期的報告会というの

はどの対象をと聞いております。例えば余

野の方のみの定期的報告会なのか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  先ほども申しましたとおり、余野の幹事

会を対象にしております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 
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○７番（井川佳子君） 

  いえ、私が申したのは、余野の方から嘆

願書があって、また町有地もほかにもあり

ます。東地区のみならず西地区にもありま

す。なので定期的に報告をして意見を募る

のは余野自治会だけではなくて、広く、行

政連絡協議会という組織もございますから、

そこではなさらないのでしょうかという質

問です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  全住民への対象というところは、まだそ

こまではもちろんいっておりません。余野

の方々からは、どうしてここなんですかと

いう御意見があります。住民の皆様からも、

感覚として今のものは大丈夫なのはよく分

かってるけど、家の近くには来てほしくな

いということでございます。その中では、

豊能町として処理をしていかないといけな

いのは十分理解はできるけれども、人口比

でいくと７５％以上が西であって、そうい

うところで公平な分担も必要ではないのか

というところがありました。そういうよう

な感情から、西地区の方にもというか、西

の地区、それからそれ以外の土地のところ

ももう一度当たってほしいという御指摘が

ありましたので、改めて我々のところも過

去の例も含めてもう一度検証しながら、そ

れ以外の土地の可能性がないのかというこ

とを当たってまいりました。それと同時に、

今、コンクリート固化されたものですので、

中間処理をされたものですので、前の８万2，

０００ナノあるものとは全く違う状況とい

うことでございますので、本来は一般廃棄

物ということは町内でということになりま

すけれども、その一般廃棄物をほかのとこ

ろで処理ができる業者、民間業者もありま

すので、そういうところも改めて当たると

いうようなことを協議をさせていただいて

ます。今現在、それを当たりながら、両方

のものに対して答えといいますか進捗を御

報告をするという状態になっております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  余野の方々にももちろん説明は必要です。

町長がここでって一度おっしゃったのです

からね。その説明も大切ですけれども、や

はり今の状況を余野だけの方に説明するわ

けじゃなくて、やっぱり町全体の連絡協議

会のほうでも説明していただいて、何とか

助けてほしいということを町長自ら皆様に

頼んでほしいと思うんですよね。それが町

長のお立場だと私は思っているので、いか

がでしょうか。また、民間のほうも当たる

っておっしゃってるので、ちょっとまた新

しい兆しかなと思っておりまして。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  今の現状のものは十分御説明できてきた

というようにも思っておりますけれども、

今回の最終処分場を建設をする、それが嘆

願書として提出された、じゃあ今の状況は

というのを住民の皆さんはいま一度知りた

いだろうというところもありますので、現

状の報告等はさせていただきたい。住民の

皆様への負担の前に、我々として探せると

ころは探すというところで進めていきたい

というように思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  そうです。もちろん日々努力していただ

いていると思います。また、今までの努力
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によりまして、本当に、野積みしてもいい

ぐらいといったらあれなんですけど、もう

かなりその数値というのは下げられている

ので、また新たな可能性も図っていただき、

今後へとつなげていただきたいと思います。

また、少ししたらまた私も、ここはいかが

ですかって言いたいところも本当はあるん

ですけど、今日はやめます。すみません。 

  では次、戸知山の有効活用についてでご

ざいます。 

  令和元年１２月、議会より、御承知のと

おりこのように提言書を出しております。

この提言書は令和元年１２月でございます。

もう何年たちましたかっていう感じなんで

すが。日々努力はされております。またコ

ロナ禍でも大変なことやとは思うんですけ

ど、これは議員だけの案ではなく、議員報

告会を行い、そこに住民の方々もお越しに

なって、そしてブレインストーミングとい

うか話合いをして、これがいいかなという

感じでまた議員同士で意見を一つにまとめ

て出した提言書でございます。その後、こ

の提言書の内容というのは、町に代わって

戸知山を有効活用してくれる団体をホーム

ページ上で募集してはどうですかっていう

案だったんですね。町が何とかしてって言

ってるわけではないんですね。もし町が何

とかする、こういう方向でというのはお考

えやったらそれでもいいんですけど、でも

そうじゃなくて、いろいろな財政事情もあ

りますから、ホームページ上でこのような

民間の団体を募集してはどうですかって２

年前に提言したんですけど、何か昨日もチ

ェックしましたけど、ホームページ上にそ

のようなコーナーもなく、一体その後どう

なっているのかということを質問したいで

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  松本まちづくり調整監。 

○まちづくり調整監（松本真由美君） 

  令和元年１２月に、議会より戸知山の有

効活用について御提言賜り、ホームページ

上で活用していただける団体の募集を行っ

てはどうかとの御意見を頂いておりました

が、いまだ広報できていないというところ

が現状でございます。その要因といたしま

しては、戸知山入口付近の道路の傷みが非

常に激しく、容易に中に入れないというこ

とでして、この状態で募集をかけるには大

変厳しく、危険を伴うということが理由で

ございました。これまで戸知山を活用した

いとのお問合せもあり、視察を希望された

企業もございましたが、やはり入り口付近

の痛み具合に驚かれていたのが事実でござ

います。今後は入り口付近の道路の補修を

行い、道路の回復後に、ホームページを含

めた広報ツールを用いて戸知山の活用につ

いて募集してまいりたいと考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  今おっしゃられたとおり、次年度予算で

戸知山への道路及び排水設備を整備しよう

とされておりますよね。これは戸知山を有

効活用するお気持ちはおありなんだなと、

私は予算を見て安心してたんですけど、そ

うなんですね。確認します。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  令和３年度の当初予算案に、戸知山周辺

整備事業として戸知山への進入路について

排水設備等の整備工事を行うという予算を

計上しております。戸知山全体としては、

戸知山にある雄大な自然や森林を活用した

施設を整備し、人々で賑わうようになれば
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町の活性化につながることが期待されると

は思っております。そのためには民間の力

を活用することにより、戸知山の広大な敷

地を活用できるような有効活用を検討する

必要があるのではないかなとは思っており

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  今、先ほどの答弁で進入路がすごく荒れ

ていたからびっくりしたっていう企業側の

答えに、町はそれを進入路を整備してそし

て前に進もうっていう気持ちは分かります。

進入路がきれいになった暁には、ではホー

ムページ上で募集していただけるような運

びになるんですね。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ありがとうございます。議会から提案を

頂いた内容につきましては、本当に考えて

いただいて、土地の有効活用、法律的な規

制であるとか、そういうところも十分御理

解いただきながら、最小のコストで提案が

できるイベント関係、それからいわゆる活

用方法というのも御提案を頂きました。今、

私も法律の規制をとっぱらいながらという

のは本当に困難な部分がありますので、そ

の方向での活用というのが非常に重要であ

るというのも、今までも考えてきたところ

です。今まで誘致も試みた企業もありまし

たけれども、その企業、それから同時に現

地を見られた企業さんもおられます。その

方々からも、さらに新たな方々も御紹介を

頂きまして、スポーツ関連イベントとして

活用ができないか、それからグランピング

であるとかそういうところも可能性がある

ねというところがございます。ただ、その

中では一部のところをお使いになりたいと

か、全体７２ヘクタールございますので、

そういう御希望は少なかったというのはあ

ります。それからそれ以外の、自然活用以

外のものとしてのお問合せもたくさんござ

います。その中ではやはり法律の規制とい

うところで諦められた方々もたくさんおら

れました。今回、自然を生かしたコストを

かけない状態で、町の活性化になる、それ

から交流人口も含めて、そして地域にお金

が落ちる仕組みというのをやっぱり構築す

るべきなんですけれども、一つの団体では

ちょっと小さいというところでございます

ので、ホームページでぽんと提案したとき

に、提案はくるんですけれども、具体的な

形として、投資額も含めて協議ができるか

というところもあります。今、企業の方々

とか民間団体のニーズをということで、ま

ずはホームページとかそういうものを活用

して、活用する団体とのコミュニケーショ

ンを取りながら、何がふさわしいか、それ

から各共有団体自身が協力をし合って、初

期投資費用であるとか維持管理経費を持ち

ながら維持ができるのかというのも非常に

重要な視点になってきますので、そういう

段階に早く持込みたいというように存じて

おりますので、今回の水路それから管理の

部分、道路の改修が行われましたら積極的

に現地も視察を頂きながら、民間の新しい

アイデアを入れられて、協働ができるよう

な形に進めていきたいというように思って

おります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  ですので、その方法としてホームページ

上でまずは募集なさって、きてからのその

交渉というのはまたこれからのことですの

でね。募集する方法として我々が提言した
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内容はいかがですかって聞いたので。簡潔

明瞭にお答えいただきたいですけど。今の

内容をお聞きすると、何となく、丸って仰

ったように聞こえるので、そうとってよい

ですかって確認したかったんですよ。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  先ほどのホームページ上で募集をして団

体の方々と協議をもって事業が進められる

ような形で進めると、そういうことです。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  ありがとうございます。では我々の提言

がその水路、それから道路が改修した暁に

はされるであろうという、私たちの努力が

一つ実るなという兆しが見えたような気が

します。 

  では次の質問にまいります。 

  よりよい教育環境を整えるにはっていう

ことでございます。これももう前回御紹介

いたしましたし、教育委員会の方から御提

示いただいたものですのでもちろん御存じ

やとは思うんですけど、文部科学省が出し

ている「初等中等教育における人口減少へ

の対応について」によると、「学校規模適

正化の検討は、児童生徒の教育条件をより

良くする目的で行うべきもの。」もちろん

そうですよね。そしてこの学校規模の標準

としては、１２学級から１８学級とされて

おります。それと、複式学級が存在する学

校規模は、「一般に教育上の課題が極めて

大きい」と記されておりまして、令和８年

より就学するであろう東地区の未就学園児

の皆さん、また小学校児童の保護者の方に、

一体、通わせたい学校のアンケートを取る

べきですと私は思っております。そして給

食のときも保護者の方にもそれから子供た

ちにもアンケートを取っておりますし、ま

た、先ほど来聞いておりますとおり、介護

保険の計画を立てるときにも住民の方にア

ンケートを取ってというのがまず耳につく

言葉でございますので、町長の思い、町長

は東西に一つずつ学校を置いて、そしてそ

れを核に地域づくりをしたいっていう思い

はもう十分聞いておるんですけれども、で

もその町長の思いと実際その学校に子供を

通わせる保護者あるいは通いたい子供たち

がどのように考えているのかというのは、

やはり一歩立ち止まって考えるべきだと思

っております。なので、ここでその対象者

の皆様にアンケートを取るのが順当な手段

かなと思うんですけど、本当に望ましい教

育環境を整える。そのニーズに合った教育

環境かどうかというのをいま一度調査して

いただきたいんですけど、いかがでしょう

か。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  お答えします。 

  通わせたい学校のアンケートを取るべき

ですということなんですけれども、昨年、

保護者説明会、８月２７日と９月６日、コ

ロナ禍でもありまして、ＰＴＡ役員を対象

に実施しました。そういうこともありまし

て、まだアンケートではありませんけれど

も、保育所、幼稚園、認定こども園、小中

の保護者約1,２００人全てに説明会の資料

と意見を記載する用紙を配布しております。

ホームページにもその結果は掲載しており

ますが、提出していただいた中には学校選

択制に関係する意見は１件ということでご

ざいました。町としましては地域とともに

ある学校を目指していることや、学校の選
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択制にすることは通学手段について徒歩で

はなく公共交通機関のバスのみであり、本

数も限られていることから、子供たちの負

担も大きいというふうには考えております。

しかし、これまでの保護者説明会では一部

保護者からの要望や、議会におきましても

意見を頂いているところでございます。今

後、アンケートなどの実施についても検討

し、小中学校通学区審議会に諮問し答申を

頂いた上で教育委員会会議で再度検討し決

定していきたいというふうに考えておると

ころでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  学校選択制ではなく、本当にそこに通わ

せたいかっていうことで、もし８割以上あ

るいは９割以上、東地区の子も西地区に一

緒に教育を受けさせたいっていう親や、例

えば通いたいっていう子供がおれば、ここ

の指針にも書いてありますとおり、通学の

バスを出してっていうことも書いてありま

して、そしてその通学のバスの時間は１時

間以内とするって書いてありまして、ゆっ

くり走ってみると大体２５分ぐらいであち

らに行けます。なのでその規定も入ってい

ると思うので、そういう視点も踏まえて私

は、選択制だけではなくて、いま一歩その

アンケートしていただきたいなと思ったん

です。視点はそうなんですけど、でも検討

するっておっしゃったので、前向きな答え

かなと私は理解しております。そうなんで

すね。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  失礼いたします。教育長森田のほうから

御答弁させていただきます。 

  アンケートの件でございますけれども、

今、八木部長のほうから答弁させていただ

きましたように、アンケート、その内容と

か前提の説明ですとか、あるいは実施時期

ですとか、そのようなものについて実施す

る場合は検討をやはりしていかなくてはな

りません。そういうことで検討はさせてい

ただきたいというように思いますし、また

保護者の方につきまして、あるいは地域の

方、説明会をこれはしていかなくてはなら

ない。やはりどのような教育を進めていく

か、東地区につきましては小中一貫教育を

先行して実施をするというふうなことで、

今、学校のほうとも事務局で十数回にわた

りまして会議をもってその調整を図ってお

るところでございますが、その説明も保護

者、対象の保護者の方に説明をしなくては

ならないというように思っておりますし、

そういう中でもいろいろな御意見も頂ける

というようには思っております。そういう

ことで御理解いただけたらというように思

います。なお、教職員に対しまして、先生

方に対しましても去年の８月から説明会し

て、あとコロナ禍の対応というようなこと

でリモートでやっております。ですからで

きるだけ早く、４月、学校が始まりまして

人員体制がかたまりましたら、その段階で

丁寧に説明会をもちたい、そんなふうに考

えておるところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  説明会の中で意見を聞くっていうのは、

前も申し上げましたとおり、かなり保護者

の皆様にとってはハードルが高いです。意

見を言うのはね。なので私は一人ずつのア

ンケートをお考えいただきたいって申して

おりまして、していただけますね。前向き

に検討していただけますね。 
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○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  井川議員のほうで適切な学級数とか言わ

れましたけども、そのほかにも学校を決め

るには文化とか地形とか歴史的な背景もあ

ります。その辺も十分保護者の方にも説明

していかないといけないと思うんですけれ

ども、アンケートの実施については御意見

の記載とか、学校ごとにまとめるとかある

と思うんですけども、その辺どうするのが

一番正しいのかを含めてアンケート実施も

検討させていただきたいというふうに考え

ております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  やはり実態調査って必要です。町長の思

いはもちろん分かりますけど、それが本当

にニーズに合ってるかという調査も絶対必

要です。前向きな検討をお願いします。 

  教育委員の方々とお話をする機会があり

ました、私たち。教師の環境から見ても、

やはり同学年で複数の担任がいたほうがよ

いと。教師もクラス運営などしやすい環境

となると伺いました。教師は置かれた環境

で精いっぱいの御努力をされていると思い

ます。でもやはり勤務に支障があって長期

休暇をなさった方もいると保護者の方から

聞いておりまして、教育委員会としてどの

ように対応されているのか。またその原因

もつかんでいらっしゃいますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  御心配頂きありがとうございます。原因

は把握しております。相談業務や指導上の

問題でございます。教育委員会の対応とい

うことなんですけれども、各学校において

学級編成や授業での学級の持ち方を工夫し

て、担任１人だけではなく複数で対応した

り、教師１人が見る子供の人数を少なくし

たりして、子供たちに学習に集中しやすい

環境作りをしています。また、御心配頂い

ていることにつきましては学校に任せるの

ではなく、教育委員会も一緒に対応に当た

っており、内容によりましては町福祉部局

にも入っていただき対応しているところで

ございます。 

  以上です。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  やはり教師の皆さんは働きやすい環境を

整える。教師の皆さんが働きやすい環境を

整えるのはやっぱり教育委員会の務めです

よね。１人の教師で見るのではなく周りか

ら支えるというのも本当にそのとおりだと

思うんですけれども、でもやはり東西１個

ずつの学校になると、東地区は目に見えて

ます、１クラスで。１学級、１人の先生が

それを見るんだろうなって思うんですよね。

そのときにやはりその学級の先生が１人で

抱え込んじゃうんじゃないかなと。それは

やはり子供たちにとってもよくない環境だ

と思うので、どのように対処されるおつも

りでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  先生方が抱え込まれるいうことでありま

したけども、それについては教職員みんな

で、校長を入れまして、それにまた先ほど

言いましたように教育委員会とか、時によ

っては町福祉部局も入れて取り組みたいと



 

 2－34 

いうふうに考えております。働き方改革の

方についてもいろいろと進めておるところ

でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  そのほか働きやすい環境を整えるにはど

のような準備がありますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  教員の負担を軽減して、教師一人一人の

授業準備や自己研鑽の時間を確保すること、

それが質の高い授業につながってくると思

っております。教育委員会、豊能町ではそ

の例としまして、ノークラブデーの実施、

夏季休業期間中の学校閉庁日、元年度より

順次導入しております留守番電話の導入、

また学校支援システム、また問題事象が発

生した場合には教育委員会、町部局、関係

機関と連携して取り組むなど、教師の負担

を軽減しておるというところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  先生の負担を軽くしてそして、それが自

己研鑽につながって、そして子供たちにそ

れがよりよい教育環境を整えるっていうふ

うに連携を取っていただけてるようだなと

思って、そこは安心はしました。でも教育

の環境というのはやっぱり教育の質だけで

はなくて、やはり日々の生活にも及んでい

ると思うんです。そこで２月５日に第２回

東能勢中学校区学校運営協議会設立準備委

員会で催されましたウェブ講演を拝聴いた

しました。その中で、あ、これいただきっ

て思う言葉があって、すみません、喰らい

ついちゃったんですけどね。その講師の方

が仰るのに、１００万円をかけてシェフに

給食の献立を考えてもらった自治体がある

と紹介されてました。ごめんなさい。それ

プレイバックする方法も分からないんで、

どこの学校か自治体もちょっと調べてない

のあれなんですけど、でもそういうことで

きるんだったらやってよって、多分保護者

は思うと思うんですよ。というのは、今６

年生の親御さんがおって、学校の給食って

デリバリーでまずいっていうじゃないって

言われるんですよね。いや私は３回食べた

ことあるんですけど、そんなにおっしゃる

ほどおいしくなくなくないですよとは伝え

ましたけれども、やはりそういう方法があ

るならぜひ豊能町も考えてもらいたいなと。

もちろん予算立てのことを言いますと、部

局も違うというのは分かってるんですけど、

要するにアユつかみ４年分の費用に当たる

んです、この１００万円。申し訳ないけど、

もちろんその方々はそれで頑張ってらっし

ゃるんだけど、雨が降ったら箕面にアユが

流れていくような、つかむのもいいかもし

れないけどそうじゃなくて、４年分のお金

でそれできるんだから、町全体としての縦

割りで考えた予算として、それなら予算は

そこにあるじゃないかって気がするんです

よね。もう何年も同じようにされてるので

ね。デリバリー給食の内容を１回考えて、

そのシェフにですよ、考え直してもらうと

いうようなことを検討していただきたいな

と思いました。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  ２月５日の第２回東能勢中学校区学校運

営協議会設立準備会で、小松先生ですか、

足立区の自校方式での学校給食の取組のお

話があったということで御質問頂いておる
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と思います。本町の中学校給食の献立につ

いては、給食調理業務の受託事業者が、町

が配属しています栄養士と協議をして、中

学生に必要な栄養素やカロリーを踏まえ作

成しております。小学校の給食と比べてお

かずの数は多くなっているというふうに認

識しております。シェフに献立を考えてい

ただくことも確かに一考かと思いますけど

も、現在契約しております給食調理業務の

受託事業者と今後また検討していきたいと

いうふうに考えております。献立につきま

しては、これまでリクエストメニューやセ

レクトデザートなどは好評であったため、

生徒の希望なども踏まえ、給食の関心を高

める取組を継続して残渣等をなくすように

努めていきたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  東地区だけ先行して、５年、６年生が今

の東能勢中学校のところに来て生活を行う

ということは聞いてるんですけど、ごめん

なさい、通告書にはないので答えられない

っていう答えでもしょうがないとは思って

るんですけどね。そのときもその小学校

５・６年生、多分義務教育学校だと呼び方

が違うと思うんですけど、その５・６年生

もそのデリバリーの給食を食べるというこ

とになるんですかね。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  今の御質問ですけども、５・６年生が令

和４年度から中学校の校舎で学ぶというこ

とですけども、そのときには、今、中学校

で行っておりますデリバリー式の給食を食

べていただく予定になっております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  リクエストメニューを取ったりセレクト

デザートがあったりというのは伺ったんで

すけれども、今すぐによいお返事をもらお

うと思ってここに立っているわけではなく、

将来ちょっと考えていただきたいなと。ど

うしても残渣率が高いっていうのはほかの

議員からも出てますので、せっかく食べる

ように作ってるのに残してたら食材ももっ

たいないですし、実になってないですよね。

そして食育の面でいうにも、やはり、もし

そういうことが可能であるならちょっとと

っかかりとして考えていただきたいなと思

ってここに出させていただいてます。また、

先ほども言いましたけど、中学校の給食の

残差率を知って、これから中学校に通わせ

る保護者の方々が心配しておりまして、正

しく知ってもらうにはどのような企画をさ

れておりますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  保護者の方に対してですけども、新１年

生になる子供を持つ保護者や現在中学校に

通わせている保護者の方を対象に、試食会

を行っております。令和２年度については

コロナ禍で実施できておりません。参加さ

れる保護者の方は毎年数名というところで

ございます。またメニューについても各家

庭に配布し、また教育総務課のホームペー

ジにも掲載してお知らせしておるというと

ころでございます。また残渣につきまして

も学校給食会に報告はさせていただいてお

ります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 
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○７番（井川佳子君） 

  それでなかったんですね。令和２年度は

実施してないということなので。私、見過

ごしたのかしらってその方がおっしゃって

まして、ぜひ年に１回といわず、もうちょ

っと、予算もありましょうけど、機会をも

っていただきたいなと思います。 

  では次、まいります。 

  町財政を考えての公共施設の維持運用に

ついてでございます。 

  ユーベルホールの運営については切り詰

めるだけ切り詰めても、ももちろん工夫は

されていると思うんです。でも年間4,１０

０万円の赤字がここ５年間続いていると。

昨年度の決算委員会で聞いて本当に驚いて

いるところです。また、シートスの修繕費

という、本当に、これで終わりかな思って

もまた出てきているという状態で、来年度

予算にもシートス改修事業が6,８５１万8,

０００円上げられておりまして、この間１

億円も使って空調を直したとこなのになっ

て記憶に新しいところにもあるし、一体い

つまで、どれぐらいお金をつぎ込んだら満

足のいく、借手に満足のいくシートスにな

るのかっていうのも、ちゃんと調査されて

るのかなって本当に思いますし、我々は知

らされてませんしね。まずそこで切ります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  ユーベルホール、シートス、どれぐらい

の程度修繕したらいけるかということなん

ですけども、昨年の６月議会において個別

施設計画を策定して御提示させていただい

ております。本来、円滑な業務といいます

か、維持しようとしましたら、ちょっと私、

数字は覚えてませんけども、あの程度の経

費が必要ということでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  そうなんです。個別計画を見せていただ

いておりまして、あと何億円ぐらいかかる

よというふうには聞いております。でも将

来、人口１万人の豊能町に本当にシートス

もユーベルも必要なのかと。両方維持する

にはとても難しいと考えます。以前、前々

町長が、やっぱり身の丈に合った町政とい

うのを訴えられて進められておりました。

１２月議会で伺うと利用者や住民の皆様の

御希望を聞きながら今後検討していかない

とと御回答を町長からも頂いておりますけ

ど、今かからないと、将来閉鎖しないとい

けない施設に巨額の費用を投じていること

になるんじゃないかなって思うんですけど

いかがでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  毎年多くの費用を要しておるということ

なんですけども、御指摘のとおり、議員も

御存じのとおり、ユーベルホールの運営に

ついては年間約4,０００万円の行政負担、

赤字ということが続いております。内容は

ほぼ経常的なものが大半を占めており、運

営を行う上では定期的な施設改修、機器更

新は不可欠であるというふうに考えており、

さらに経費が必要となるような状態でござ

います。シートスにつきましては民間のノ

ウハウを活用すべく、平成１９年度から指

定管理者制度を導入しておるところでござ

います。それでも利用収入だけでなかなか

賄えていないと。指定管理料も払っておる

んですけども、そういう状況でございます。

どちらも健全な運営を行う上では定期的な

施設改修が必要やと。また、教育委員会と
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しまして各施設のサービスを町民の方に提

供したいと考えておりますけども、ただ、

町の財政状況等もございますので、最終的

には町の方針である町公共施設再編検討委

員会の答申を頂いた後、町教育委員会も含

めて判断しなければならないというふうに

考えておるところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  そうです。今考えていかないと、本当に

全部使うのかってなると、町の予算もそん

なに豊かではありませんし、国に頼ってい

る状態というのはもう皆さん御承知のとお

りでありまして、早く編成委員会を進めて

いただいて全般的に考えていただきたいと

思います。町長はこの件についてはどのよ

うに、もちろん認識されているんですよね。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  御心配ありがとうございます。おっしゃ

るとおりこのまま維持をするというのは本

当に困難だという財政状況だと思います。

ただ、住民のサービスというところで、い

わゆる音楽文化の継承というところ、そし

てスポーツ振興というところについても、

自治体自身は町民の方々に対してサービス

提供していかないといけないという責務が

ありますので、あとはそのバランスという

ことになると思います。今現在の施設自身

が、総合計画いわゆる２０年前と３０年前

に作られたとき、そこで建設をされてます

けれども、３万5,０００人の人口だ、その

ために施設整備をしてきたということです

ので、２万7,０００をピークとして１万9,

０００まで下がってる今の現状においてこ

のままの維持というのは基本的には難しい

と考えてます。じゃあ一人当たりの経費を

どれぐらいかけるべきであるとか、それか

らさらに今後の改修、ユーベルで２８年、

そしてシートスで２５年経過してますから、

今まで大規模改修してきてないというとこ

ろで、それが一挙に負担が出てくる。それ

らはもう長期的な財政シミュレーションも

踏まえて必要です。そういう観点からも、

やはり専門家の意見、文化振興、それから

スポーツ振興といわゆる町の財政も含めた

状態の公共施設の在り方というのは、専門

の方々の御意見聞かないといけませんし、

それから住民の方々の御意見、それらを時

代に合わせて聞いていかないといけないと

思いますので、しっかりとニーズを踏まえ

ながら、今後の１０年先、２０年先を考え

た公共施設の配置を進めないといけないと

いうように思ってまして、早急に、今は町

内のプロジェクトチームですけれども、来

年度のところに何とか立ち上げれるような

形で動いていきたいなというように思って

います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  町民のニーズということもあるんですけ

ど、文化とかスポーツ施設というのは、や

はり豊能町を考えますと、黒字経営という

のは多分難しい場所でもあるとは思うんで

すよね。なんで本当に考えていっていただ

きたいなと思います。都会の辺りでは一個

まるごと自主運営するっていう話も聞いた

のは聞いたんですけど、豊能町では無理で

しょうねっていう気はします。その土地の

形状とか場所もあるので、なので、でもや

っぱり運営するとなるとお金も要るので、

やっぱり早急に考えていっていただきたい。

その準備も進めているということなんです

けれども、私思うに、シートスもユーベル
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も、シートスは特に、いつも予算委員会の

ときも聞きますけど、町外の方が大人は７

割使っていると。町内は３割。大人は町内

が７割で町外が３割と。子供になると逆転

して町内の方が３割で。子供の数からいっ

たらそうなんですよ。７割だっていうのが

現状だと、シートスでも聞いておりますし、

また我々これからどんどん高齢化するわけ

で、もう本当に、もちろん元気な健康寿命

を延ばすにはシートスももちろん要るんで

すけど、でもどっちかというと町外利用が

どんどん増えるんじゃないかって私は思っ

てるんですよ。なんで、町外の方にもっと

負担を求めるとか、あるいは近隣の箕面市

や川西市の方ですね。負担金求めるという

のは無理なのかなって。今、今日はお答え

いただかなくてもいいんですけど、そうい

うようなことも町長しては考えていってい

ただきたいなと私は思っておりまして、町

民のお金で運営してるわけなんですよ。そ

のお金で町外の人にサービスしてるように

も写る。そうじゃなくて、やっぱりそこは

町外の方にも、税金を納めてない分負担は

頂きたいですし、聞きましたよ。もちろん

定期の方にはちゃんとそういう施設もある

っては聞いたんですけど、もっと分かりや

すい方法で川西市や箕面市に訴えて、費用

負担を求めるようなことも。あるいは費用

負担じゃなくてもまた別の面で、便利にな

ることにこうされてますよみたいな話もあ

ると思う。例えば、今、この間、人が通れ

る、緊急のときだけ車が通れる大和団地に

抜ける道ってできたんですけど、あれをま

た別のルートで車が行き来する道もできる

にはできますよ。そのときにシートス利用

とか、より使ってもらえるようになります

よというのは売りにもなると思いますし、

そのほかの地域への働きかけというのは町

長のお仕事かなと、大いに期待してるとこ

ろがあるので、いかがですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  適切な料金も含めて、広域でやっぱり検

討しないといけないところはしっかりしま

す。我々のところのスポーツセンター自身、

または図書館も箕面市とともに連携をした

り、我々のところからすると特に川西など

は医療というところで病院も使っていただ

いてます。ですから総合的な連携協定とい

いますか、連携を図っていく。どちらにど

ういうふうな負担をかけていくかというの

は、議論をしていきたいというように思い

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  井川佳子議員。 

○７番（井川佳子君） 

  広域行政も捉えてですね、幅広く考えて

いっていただきたいなと思います。 

  私の質問を終わります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で井川佳子議員の一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は１

３時１０分といたします。 

（午後０時２０分 休憩） 

（午後１時１０分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、寺脇直子議員を指名いたします。 

  寺脇直子議員。 

○４番（寺脇直子君） 

  議長より御指名をいただきましたので、

これより一般質問を行います。 

  まず初めに、本町の健康寿命の延伸に向

けた取組について、質問をいたします。 

  現在、人生１００年時代と言われており、
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私たちの寿命は延び続けております。急速

に少子高齢化が進む中、我が国では２０２

５年にいわゆる団塊の世代が全て７５歳以

上となる超高齢化社会を迎えます。 

  こうした中で、町民一人一人が医療や介

護が必要な状態となっても、できる限り住

み慣れた地域で安心して生活を継続し、そ

の地域で人生の最後を迎えることができる

環境を整備していくことは喫緊の課題であ

ります。 

  一方、この平均寿命と併せて、最近注目

されているのが、健康寿命です。健康寿命

とは、健康上の問題点がない状態で日常生

活が制限されることなく送れる年数のこと

を言います。現在、日本では、国の政策の

一つとしても、この健康寿命の延伸に取り

組んでおりますが、健康寿命はＷＨＯが２

０００年に提唱を始めた概念で、厚生労働

省も健康上の問題で日常生活が制限される

ことなく生活できる期間と定義しています。

長い人生において、いつまでも元気に過ご

すためには、この健康寿命を延ばすことが

必要なのですが、厚生労働省が行った令和

元年度の調査によりますと、日本人の平均

寿命は、男性が８１年で世界３位、女性が

８７年で世界２位と、男女とも世界トップ

クラスの長寿国となっております。 

  健康寿命の延伸については、近年では日

本の将来を決める重要政策の一つにも取り

上げられて、非常に注目が集まっておりま

すが、本町の１０年後の健康寿命をどのよ

うに延ばしていくのかという、今後、具体

的な目標設定や、健康寿命延伸、１０年間

の目標として、どのような考えで進めてい

くのかが非常に重要なこととなると思いま

す。１０年先を見据えたときに、時代とと

もに、この都市環境や社会の仕組み、ある

いは高齢者のライフスタイルなど、様々に

健康に対する社会状況の変化が起きること

が考えられますが、町はどのような認識を

お持ちなのか。今後、この健康寿命延伸に

対して、どのような理念や方針を持って展

開をしていくのか。さらには、どのように

広く町民の健康政策として裾野を広げてい

くのか、お伺いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  議員も御存じのとおり、豊能町は２０２

０年問題が非常に喫緊の課題であるという

ことで、後期高齢者がますます増えてこら

れるということで、今、議員がおっしゃい

ましたように、健康寿命をいかに延ばして

いくかという取組が必要になってまいると

考えてございます。 

  その中で、今も各種事業を展開しており

ますが、最近では、やはり外部の方々の御

意見もお聞きしながら、その裾野を広げて

いけたらと思ってございまして、本町にお

きましては、最近の取組で申し上げますと、

平成２７年ぐらいから、武庫川女子大学と

コラボをさせていただいて、健康寿命延伸

をキーワードに、官学の連携でセミナーの

開催をさせていただいたり、それから、特

定の地域で豊能町ならでは健康づくりをど

うしたらいいのかというような課題、それ

から分析をしていただいたり、それから、

その中で「とよの体操」というのを、数年

前のとよのまつりで御披露させていただい

たかと思いますけれど、そのような体操を

創設して進めてまいりました。 

 また、令和元年度には、大阪府の池田保健

所との連携で、重症化予防対策の分析、そ

れから健康寿命延伸のフェスティバル、こ

れらの開催などを展開して、裾野を広げて

いくというようなことの取組をさせていた
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だきました。 

  さらに、今年度におきましては、国の地

方創生臨時交付金、これを活用させていた

だきまして、産官学、大阪大学と、それか

ら民間の企業さん、それから豊能町、これ

の産官学連携プロジェクト、高齢者健康寿

命延伸事業ということで、高齢者の外出機

会の促進、それからフレイル予防、それか

ら健康寿命の延伸を図るということを目的

に取り組んでおりますので、引き続き、内

部だけではなしに、外部のそういった「学」

「産」その他より御意見をいただきながら、

健康寿命の延伸に取り組んでまいりたいと

考えてございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  寺脇直子議員。 

○４番（寺脇直子君） 

  非常に様々な取組を、今、進めていると

いうことで、部長の答弁にありましたよう

に、外部と一緒に連携して、今後１０年先

の健康寿命延伸について、しっかりと取組

を進めていくということが、本町にとって

非常に重要なことだと思います。 

  日本全体としても、平均寿命は長いので

すが、健康寿命が短いということも、よく

見聞きすることがあります。 

  そして、本町もそうですけれども、日本

全体としても、非常に超高齢化社会に突入

しておりますので、今後、世界でも前例の

ない、この超高齢化社会を迎えようとして

いる状況でありますが、今後、平均寿命、

健康寿命共に世界トップレベルの日本の動

向は、非常に様々に影響を与えることが多

いと思うんですけれども。 

  あと、平均寿命と健康寿命の年齢差の問

題点も指摘されています。厚生労働省が発

表した２０１６年の調査結果によりますと、

男性が平均寿命が８０年で、健康寿命が７

２年、女性が平均寿命が８７年で、健康寿

命が７４年というデータでありましたが、

その差が男性が８年で、女性が１２年であ

ります。 

  今後、この健康寿命を本町として、どの

ように延ばしていくお考えか、その取組に

ついて伺います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  健康寿命と、それから平均寿命、これが

本当にこの差が縮まれば縮まるほど、人と

して生き生きとして暮らしていけるという

ようなことになってこようかと思います。 

  先ほど、外部からの御意見等々いただき

ながら、お教えをいただきながら進めてい

くというのが一つでございますし、それか

ら、今、本町でいろんな取組をさせていた

だいています。本町におきましては、健康

寿命を延伸するという事業につきまして、

保健福祉センターで様々な事業を実施して

おりまして、健康の保持、増進に関する講

話、それから、料理実習等々をはじめ、初

めて調理実習等々を含めまして、生活機能

に低下が見られる方に対して、理学療法士、

保健師、看護師等が関わり、一人一人の身

体の状態に合った生活機能のアップと、そ

れからセルフケア能力のアップを目指す運

動を実施するというようなこともしてござ

います。 

  また、６５歳以上の方に介護を必要とし

ない生活を送ることを目的に介護サービス

事業の協力を得て、身近な地域でノルディ

ック・ウオーク、このようなこともさせて

いただいていますし、それから百歳体操も

地域に根差した取組をさせていただいてい

ます。 

  先ほど申しましたとよの体操、これも進
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めてまいりたいと思っておりますし、それ

から、少し行政の手といいますか、サポー

トさせていただいて、集いの場、外に出て

いただくというような集いの場づくりにつ

いても支援させていただいています。 

  そういった様々な、今、現在やってござ

いますが、それに加えまして、先ほどの産

官学、いろんなところのお知恵を借りて、

新たな事業も展開していきまして、今後、

さらに健康寿命の延伸を進めていきたいと

考えてございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  寺脇直子議員。 

○４番（寺脇直子君） 

  本当に一人一人に合った様々な運動と取

組、そして産官学の新しい事業にも、ぜひ、

町として取り組んでいってほしいのですけ

れども、日本人の平均寿命の数値は年々延

伸傾向にありますが、高齢者が人生の最後

まで自立した生活を送れるという理想的な

長寿社会の実現を日本全体としても２０１

１年から健康寿命を延ばしましょうという

スローガンで、国民全体が人生の最後まで

元気に健康で楽しく毎日が送れることを目

標としたスマートライフプロジェクトとい

う取組を推進しています。 

  このプロジェクトは、先ほどの部長の答

弁にありましたように、運動と食生活や禁

煙の３分野を中心に具体的なアクションの

呼びかけを行っておりますが、本町で高齢

者が元気に過ごす取組が必要でありますけ

れども、真に健康寿命を延ばす疾病予防や

介護予防の対策に、どのように取り組んで

いくのか伺います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  先ほど来、るるお答えをさせていただい

ていますとおり、産官学、それはもちろん

させていただきながら、それらの御意見を

賜ってまいりたいと思ってございますし、

今、おっしゃいましたように、特に後期高

齢者、この方々の医療と介護、これをどう

いうふう横で串を刺して、その方々のお一

人お一人の容体によってケアをして、健康

寿命を延ばしていくかいうようなことが、

今後求められてございます。 

  それについては、国も認識をしてござい

まして、国の方向性なんですけれども、豊

能町といたしましても、新たに高齢者の心

身の多様な課題に対応するというようなこ

とで、７５歳以上の後期高齢者の保健事業、

それと、後期高齢者保健事業につきまして、

大阪府の後期高齢者医療広域連合と、それ

から本町が連携をさせていただいて、介護

保険・介護予防と、それから医療保険者の

保健事業、これを一体的に実施するという

予定となってございます。 

  この事業につきましては、特定健康診査

のデータ分析に基づいて、通いの場等の積

極的関与を行い、本町保健師、それから管

理栄養士、歯科衛生士等が、それぞれの専

門を生かして、その方が健康診断を受けら

れます、そうしたらデータが出てきます、

その方の既往歴だとか、その方の少しここ

はサポートしてあげなきゃならないよねと

いうようなところが見えてまいります。そ

こにピンポイントで、先ほど言いましたよ

うな専門職とかが保健事業という形、介護

予防という形で入らせていただいて、フレ

イル予防を効果的に実践して、健康寿命を

延伸するということを進めてまいりたいと

考えてございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  寺脇直子議員。 

○４番（寺脇直子君） 

  一人一人が健康寿命をどのように延ばし
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ていくかということが、非常に今後重要な

課題となると思いますが、先ほどもスマー

トライフプロジェクトでも、例えば１０分

体を動かしたり、掃除や庭いじりなど、日

常生活で歩くことも推奨しています。家か

ら車でちょっとした距離の１０分歩く、１

駅歩く、早歩きなど、苦しくない程度の手

軽な運動を勧めておりますが、加えて、健

康維持や病気の早期発見を目的として、定

期健康診断や特定健診、がん検診などの定

期的な健康チェックも呼びかけているんで

すけれども、本町の健康診断の受診につい

ては、どのような状況なのか伺います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  受診率ということだと思うんですけれど

も、受診率につきましては、各医療保険者

がそれぞれ数字を持っております。 

  豊能町については、国民健康保険、これ

が保険者が豊能町ということになってござ

いますので、国民健康保険の被保険者の方

の状況について説明させていただきますと、

昨年度の特定健診の受信者数は2,１５７人

で、対象者の51.３％ということになってご

ざいます。ほぼ半数の方が受診されている

ということでございますが、この数字につ

いては、府内でも上位の受診率ということ

になってございます。 

  ただ、今年の数字は参考にならないと思

うですけれども、コロナ禍でですね、昨年

度を少しといいますか、大きく下回ってい

る状況ではございますが、平年ですと、大

体半数の方が受診されるというような状況

になってございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  寺脇直子議員。 

○４番（寺脇直子君） 

  本町では半数の方が受診されているとい

うことなんですけれども、今後の本町のさ

らなる健康寿命の延伸に向けた取組の事例

としまして、例えば富山市では、中心市街

地の小学校跡地に児童の減少に伴い、７つ

あった小学校を２校に統合し、各小学校の

跡地は富山市の中心施策あるコンパクトシ

ティーを目指した活用に取り組んできてい

ます。それぞれの地域の実情に応じた施設

の再整備などを行っておりますが、この富

山市の町なかにある小学校跡地を活用して、

乳幼児から高齢者まで、地域の人が安心し

て利用できる総曲輪レガートスクエアとい

う複合施設をオープンしており、この総合

ケアセンターに保育室や子ども発達支援室

を設置して、緑豊かな中庭やカフェなどが

あり、市民の憩いの場としても最適で、医

療や福祉、健康をテーマとした民間施設と

共同事業を展開し、行政や大学、企業、Ｎ

ＰＯ法人、地域住民などが一体的・持続的

に健康まちづくりに取り組む仕組みを創出

しております。 

  また、将来の人口減少による税収などの

減少を見据えて、公共によるインフラ整備

だけではなく、民間活力を積極的に取り入

れた再整備を行っておりますが、特に小学

校跡地は市の中心市街地に位置するので、

中心市街地の活性化に向けた重要な資産で

あると考えられてきているのですけれども、

そこで質の高いライフスタイルの実現に向

けて、安心して子どもを育て、高齢者の暮

らしを支えることを目的とした複合施設、

まちなか総合ケアセンターというものを中

心として、そこが多くの人がにぎわって、

多様な世代が健康的に暮らせる拠点として

整備を行っているので、本町にとっても非

常に参考になる事例だと思います。 

  健康、医療、福祉が一体となったまちづ
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くりの事例を挙げましたけれども、長寿化、

高齢化に伴う社会モデルの変化に対応する

行政施策の在り方、健康寿命の延伸を推進

するための施策について、見解を伺います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  上浦保健福祉部長。 

○保健福祉部長（上浦 登君） 

  今、御紹介をいただきました廃校した小

学校の土地を利用しての富山市まちなか総

合ケアセンターでの、乳幼児から高齢者、

それから障害者までも含む全ての地域住民

が安心して健やかに生活できる環境づくり

の取組。とりわけ民間施設と共同事業を展

開し、行政、大学、企業、ＮＰＯ法人、そ

れから地域住民などの多様な主体が官民一

体となって、持続的な健康づくりが確立さ

れているということにつきましては、本町

といたしましても、学ぶべきところが大変

多いと思います。 

  ただ、本町の場合については、これらの

事業、一体的に取り組むということができ

る場所が、今のところ大規模な施設が、今、

ないというような状況でございますので、

先ほども申し上げました、大変学ぶところ

が多いと思ってございますので、今後、本

町の社会資源、それから民間活力、これを

生かして、どのようなことができるのか、

検討してまいりたいと考えてございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  寺脇直子議員。 

○４番（寺脇直子君） 

  本町のまちづくりという視点からも、非

常に参考になると思いますので、ぜひ、ま

た様々な事例について、検討してほしいの

ですけれども、新潟県妙高市でも、「健康

寿命！目指せ元気１００歳運動」事業とし

て、地域全体で要介護にならない元気な１

００歳を目指すための介護予防の普及啓発

に取り組んでいます。主な取組は、介護が

必要となる年齢の前から介護予防に取り組

むため、７０歳の方を対象としたフレイル

予防や健康長寿のための人生設計について

考える講座や元気に長生きし、充実した人

生を送るために大切なことは何かについて、

話し合う市民公開講座や研修会を開いてい

ます。 

  日本でも各地域で高齢者の介護予防や健

康づくりのための事業を実施するとともに、

高齢者をはじめとする地域住民の交流の場

も提供して、高齢者の在宅生活を支援した

取組を進めておりますので、ぜひ本町でも

参考にしてほしいと思います。 

  それでは、次に、公園の健康遊具の設置

について質問します。 

  健康寿命を延ばすために、毎日手軽に楽

しむことができる健康遊具は、高齢者の介

護予防としても注目されておりますが、健

康増進と、また、公園の有効利用の観点か

ら、公園に健康遊具を設置することで、幅

広い年代で楽しく健康増進に取り組めると

思いますが、町はどのように考えてるのか

伺います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  公園の利活用といったことにつきまして

は、令和元年度から官学連携事業といたし

まして、武庫川女子大学と共同研究を行っ

ております。 

  その中で、公園の利用状況の調査ですと

か、住民の方々からの意見、要望について、

取りまとめが行われてきたところでござい

まして、昨年１０月には、公園を活用して

住みたい町をつくるということをテーマに、

セミナーも開催いたしまして、住宅地の街

区公園の活用に関する研究発表を行い、御
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参加いただいた住民の皆様とともに情報を

共有し、意見交換を行ったところでござい

ます。 

  令和３年度も引き続き共同研究を進める

こととしており、その中で、町内にあるそ

れぞれの公園をどのような方々が利用され

るのか見極め、利用される方々のニーズに

応じた機能を有する公園の整備、例えば遊

具を置かずにベンチだけを設置した芝生広

場のようなもの、あるいは、お子さんを対

象とした遊具を設置した公園といったこと

について、これから研究を進めていければ

というふうに考えております。 

  今後、共同研究の成果を踏まえ、町内の

どこにどのような機能を有する公園を整備

していくのかということについて、検討を

進めることといたしておりますけども、御

提案をいただいております健康増進を図る

ため、健康遊具を設置する公園、そういっ

たものを整備しているといったことにつき

ましても、今後の研究の対象として検討を

進めさせていただくということになると考

えています。 

  以上でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  寺脇直子議員。 

○４番（寺脇直子君） 

  本町は非常に高齢化率が高い状況ですの

で、子どもたちの対象の遊具だけでなく、

高齢者の皆さんが気軽に楽しめる健康遊具

についても、ぜひ、取組を進めてほしいと

思います。 

  公園に健康遊具があることで、公園から

公園へと、人の流れをつなぐことができま

すし、ウオーキングコースとしても、新た

な広がりをもって、歩くことを推奨してい

くことが健康施策の推進の一助にもつなが

ると考えます。 

  本町において、健康寿命延伸に向けての

施策のさらなる推進を通して、一人一人が

健康で長生きして生きていくことができる

元気で健康寿命延伸のまちづくりが、今後、

一段と進んでいくことを期待しまして、次

の質問に移ります。 

  それでは、次の質問、鳥獣被害対策につ

いて、大きく５つの問題について、町の考

えをお伺いいたします。 

  昨今、野生鳥獣による農作物被害が全国

で問題となっておりますが、農林水産省に

よりますと、鳥獣による令和元年度の農作

物被害については、被害金額が約１５８億

円で、主要な鳥獣種別の被害金額について

は、シカが約５３億円で、イノシシが約４

６億円となっています。 

  町内の鳥獣被害は、農業者や森林所有者

の皆さんにとっては、経済的損失のみなら

ず、営農意欲や経営意欲の減退、また、耕

作放棄地や森林の荒廃など、被害額も含め

て様々な影響を地域に及ぼしております。 

  その要因の一つとして、シカやイノシシ

の生息個体数の増加もあるんですが、本町

においても、シカやイノシシなどによる農

作物の被害が問題となっております。 

  山間地域を抱える自治体においては、地

元の猟友会に捕獲を依頼して、わなの設置

や防護柵の設置などの対策を行っているの

ですけれども、猟友会の高齢化や後継者不

足など、猟友会が捕獲を担っているものの

高齢化が進んでいる以上、鳥獣の数に対し

て狩猟者が少ないため、設置したわなの見

回り業務なども負担になっていることに悩

まされております。 

  有害鳥獣による被害は、農業、林業にと

どまらず、近年では、家屋や人間にまで被

害が及ぶという状況が全国各地で報告され

て、報道されておりますが、本町でも被害

が拡大しているということを聞いておりま

す。イノシシによって田んぼが荒らされて、
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お米にイノシシの臭いがついて納品できな

いなど、関係者は大変苦慮しているのが現

状だと聞いておりますが、町は、こうした

鳥獣被害の状況、被害の多い地区、被害面

積や被害額も含めて、どのように認識して

いるのか、まず１点目、お伺いをしたいと

思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  議員おっしゃるように山間部に位置しま

す本町では、多くの野生鳥獣が生息してお

ります。比較的小型の野生鳥獣に分類され

るアライグマやヌートリアと大型の野生鳥

獣に分類されるシカやイノシシによる農産

物の被害が大きいということは認識してお

ります。そういった野生鳥獣につきまして

は、春から秋にかけて、町内全域広範にわ

たりまして、農産物に被害を与えておるわ

けでございまして、今後もそうした被害の

拡大が懸念されているところでございます。 

  令和元年度の被害の状況につきまして、

大阪府の野生鳥獣による農産物の被害状況

調査というものがございますので、この調

査に基づいて、状況がどうかということで

御説明いたしますと、まず、イノシシによ

る被害が被害面積が１０１アールで、被害

額が１７６万円ぐらい、シカによる被害が

３７アールで５７万円、アライグマが２ア

ールで１０万円ということになっておりま

して、ほかの鳥獣も合わせますと、１４０

アールで２４０万円ぐらいの被害が報告さ

れているところでございます。被害額を地

区別に見ますと、切畑、余野、高山といっ

たところで多く報告されているというとこ

ろでございます。 

  ただ、この調査につきましては、農家の

皆さんの申告を基に取りまとめているもの

でございますので、必ずしも実態を正確に

把握しているものとはいえないということ

でございまして、日頃から農家の皆さんの

話をいろいろお伺いしておりますと、実際

の被害はもっと大きいんじゃないかという

ふうには考えているところでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  寺脇直子議員。 

○４番（寺脇直子君） 

  私も農家の方から被害が大きいというこ

とを聞いているんですけれども、鳥獣被害

については、過疎化や高齢化の進行に伴っ

て、耕作放棄地が増加していることや、里

山における住民の活動が減少していること

などにより、この鳥獣被害が増加している

のですけれども、狩猟者の減少や高齢化に

伴って、捕獲できないことや、里山や森林

の管理の粗放化により、野生鳥獣の生息環

境も変化していることが、鳥獣被害の増加

要因として考えられているのですけれども、

鳥獣被害によって農業者の営農意欲を低下

されることなどにより、耕作放棄地を増加

させる一因となっていて、これがさらなる

鳥獣被害を招くという悪循環を生じさせて

いるのですが、被害額として数字に表れる

以上に、農家の皆さんの暮らしに深刻な影

響を及ぼしておりますので、総合的に鳥獣

被害の軽減を図る取組が重要になると思い

ます。 

  例えば、イノシシは電気の柵でも相当高

圧の電気でなければ、あまり効果がないと

話を伺っています。しかし、高圧になると、

人が感電したら危なくなりますので、地元

の農業者はイノシシに田んぼが荒らされて、

お米にイノシシの臭いがついてしまうとい

うことで困っているとお話を伺っておりま

す。 

  このように野生のイノシシや鹿による農

作物や人的被害が農家や自治体にとっても
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悩みの種となっておりますけれども、シカ、

イノシシの対策の強化が必要でありますが、

どのように今後取り組んでいくのか伺いま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  シカやイノシシなどの鳥獣被害を防止す

るため、現在、取り組んでおる内容につい

て御説明させていただきます。 

  まず、大きく２つございまして、１つは

鳥獣被害を防止するための施設の整備とい

うことで、先ほど議員がおっしゃいました

侵入防止柵、防護柵ですとか、電気柵、こ

ういうことを設置することによって被害を

防止するということでございまして、設置

される方に対して、町が補助金を交付する

と、こういったことが１点。 

  それと、もう１点は、有害鳥獣の個体数

の減少ということで、これは猟友会の皆さ

んによる有害鳥獣の駆除について支援を行

っているということと、それと新たに猟友

会に参加いただける捕獲される方の担い手

の育成・確保ということで、講習会に参加

される方に、そういった費用を補助すると

いったことも行っているところでございま

す。 

  あとは、毎年被害が確認されている場所

に大型の捕獲おり、箱わなを設置するとい

った取組を行っているところでございます。 

  しかしながら、防止柵を設置した地域で

被害は減りますけども、鳥獣は広く生息す

るということもございまして、併せて、大

阪府あるいは京都府、兵庫県の関係者で構

成いたします鳥獣被害防止対策連絡協議会、

こういったところにも加盟をしておりまし

て、侵入防止柵等の整備にも支援を行って

いるというところでございます。 

  引き続き、こうした取組を進めることに

よりまして、シカ、イノシシの鳥獣被害を

防止するということについて努めていきた

いと考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  寺脇直子議員。 

○４番（寺脇直子君） 

  ぜひ、引き続き取組を進めてほしいので

すけれども、全国でも同じような悩みを抱

えている自治体は多く存在すると聞いてお

りますが、電気の柵をしても、シカは電気

の柵を跳び越えてくる、被害額も農家の方

が持っているということもあって困ってい

るというお話を伺っておりますが、被害は

減るという状況ではなく、大変な苦労をし

ているというふうにお話伺っておりますけ

れども、この駆除対策予算の現状をどのよ

うに見ているのか伺います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  町の駆除対策予算につきましては、野生

シカ、イノシシ等の農林業被害防止事業と

いうことで、予算措置をしているところで

ございます。 

  予算の主な内容につきましては、先ほど

御説明したシカ、イノシシの駆除に対する

猟友会に対する報償金、あるいは、鳥獣防

止柵等の設置に関する補助金ということに

なっておりまして、毎年６００万円程度の

予算を計上させていただいているところで

ございます。 

  先ほど申し上げました被害の状況を見て

おりますと、こういった予算につきまして

は、決して十分なものと言えないかもしれ

ませんが、今後とも、ある予算でできるだ

け被害を軽減できるような有効な対策に努

めていきたいと考えております。 
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○議長（永谷幸弘君） 

  寺脇直子議員。 

○４番（寺脇直子君） 

  本当に、引き続き被害ができるだけ減っ

ていくような取組を検討して進めてほしい

のですけれども、本町にとっても、この有

害鳥獣被害が深刻になっているというふう

にお話を伺っておりますが、鳥獣被害防止

総合対策交付金というものが、国の交付金

ということで、これは市町村が作成した被

害防止計画に基づく取組を国が総合的に支

援する制度で、侵入防止策の整備や広域的

な取組に加えて、地域ぐるみの被害防止活

動も重点的に支援するものなので、このよ

うな交付金を活用することや、捕獲わなの

購入、シカの捕獲した経費などの支援を行

っていくことが求められると思いますが、

今後、この鳥獣被害対策として、わなの設

置など、鳥獣被害対策にどのくらいの予算

で、どのようなものを仕入れようとしてい

るのか、また、いつ頃対応しようとしてい

るのか、具体的な対応策について伺います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  先ほど申し上げましたように、豊能町が

持っております野生シカ、イノシシ等の林

業の被害防止事業というものにつきまして

は、およそ６００万円程度の予算を毎年計

上させていただいているところでございま

す。 

  その中で、必要な対策を講じてきている

というところでございまして、そういった

予算とは別にわなの設置、捕獲おりの設置

につきましては、猟友会の皆さんの御協力

によりまして、設置をさせていただいてお

りまして、現在、およそ４３基を使って有

害鳥獣の捕獲を行っているところでござい

ます。そういう捕獲おり、わなに関する予

算というものについては、毎年、消耗品と

か、修理費を計上しておりまして、今回、

新たなそういった捕獲おり、わなを購入す

るための予算は計上していないというとこ

ろでございます。 

  今後とも、猟友会の皆さんと相談しなが

ら、有害鳥獣が生息していそうな場所、あ

るいは駆除の相談があった場所を重点的に、

今、そういうおりを設置したりということ

で、有害鳥獣の駆除に努めていきたいとい

うふうに考えておりまして、今後も、今あ

る予算の中で、効果的な対策を講じていき

たいというふうに考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  寺脇直子議員。 

○４番（寺脇直子君） 

  今後、ぜひ猟友会の皆さんとともに有害

鳥獣の対策を進めてほしいのですけれども、

例えば兵庫県では、鳥獣被害に悩む自治体

の一つであるのですが、イノシシだけでも

約１億円の農林業被害があって、神戸市内

では六甲山と距離が近いため、イノシシが

住民にかみつくなど、人身被害が多数発生

しています。先日もニュースで猟友会の人

がイノシシに足をかまれて死亡していると

報道されていましたが、このように鳥獣被

害や農家の皆さんや住民にとって深刻な問

題となっております。 

  また一方で、捕獲する猟友会の人が減少

し、高齢化も進んでおります。午前中にも

鳥獣被害の質問があったんですけれども、

この猟犬も１年間、イノシシの肉などを食

べさせて、イノシシや鹿の猟犬として育て

ていかないといけないということで、育て

ることが一苦労だということも聞いており

ます。 

  通常は猟師は、わなを設置しても、捕獲

しているか分からないまま広範囲の多数の
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わなを見回っているという状況だと思いま

すが、例えば兵庫県の淡路島では、猟師に

ＩｏＴのセンサータグをわなにつけて、捕

獲するとセンサーが察知して、すぐに猟師

の携帯端末にメールで通知する仕組みを使

用しております。これは、通知だけではな

く、捕獲情報やわなの設置情報をデータベ

ース化して管理できるのも特徴の一つで、

獣の出没場所や時間の傾向を分析して対策

に役に立てることができ、次世代にもつな

いでいるのですが、このスマートトラップ

をわなに設置することで、２４時間監視す

ることができて、獲物を捕獲した場合は、

即時にメールで通知します。過去の捕獲履

歴も管理可能で、個人の狩猟者だけではな

く、シカやイノシシによる獣害に困ってい

る自治体、農業、林業、自然公園管理者の

方々など、非常にこのＩｏＴを幅広く利用

されているのですが、現在の本町の鳥獣被

害対策の取組の状況と今後の対策について、

ドローンやＩｏＴの活用も含めて伺います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  先ほどから申し上げておりますように、

これまで鳥獣被害対策といたしまして、そ

ういった被害を防止するために、有害鳥獣

被害の防護柵などの設置に対する補助制度、

あるいは、有害鳥獣の駆除について、猟友

会に対して支援を行う、そういったことに

ついて対策を進めてまいりした。 

  特に猟友会の御協力をいただきながら、

有害鳥獣の捕獲、あるいは定期的な捕獲お

りへの巡回、こういったものをお願いして

きたところでございます。 

  そういった中で、豊能町といたしまして、

昨年度、有害鳥獣の駆除をより効率的、効

果的に行うということで、ドッグナビを導

入いたしました。猟犬にナビを装着いたし

まして、広範囲に活動いたします猟犬の位

置を把握するということで、有害鳥獣をよ

り効率的に捕獲、駆除することができると

いうものでございまして、そういったドッ

グナビを活用することで、駆除できる頭数

も増えているということでお聞きしており

ます。 

  現在また、議員、先ほど御紹介いただき

ましたように、新たな技術といたしまして、

捕獲おりを遠隔で操作するようなもの、あ

るいは、空から鳥獣の生態を把握する、あ

るいは、猟犬の代わりにドローンが追うと

いうようなことで、ドローンですとか、Ｉ

ｏＴを活用した駆除の方法が試みられてい

るようでございます。本町でも、そういっ

たもので効果的に活用できるものがあると

いうことであれば、また猟友会の皆さんと

も御相談し、ランニングコストも含めまし

て、導入について検討をしていきたいとい

うふうに考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  寺脇直子議員。 

○４番（寺脇直子君） 

  非常に猟友会の方の高齢化が進んでおり

ますので、ドローンやＩｏＴも検討してほ

しいと思います。 

  埼玉県秩父市でも、シカの捕獲試験を行

い、シカの捕獲試験とＩｏＴを活用した鳥

獣被害対策で、対策作業を行う人の負担も

減らす上で有効と考えられて取り組んでお

ります。 

  ＩｏＴ導入のメリットは、通知が来た際

に仕留めに行けばいいので、毎日の広範囲

の見回りの労力も大きく減らせることや、

捕獲情報も記録できるため、いつ、どこで

捕りやすいのかということを分析すること

ができますし、捕獲精度の向上にも役に立

ちますので、猟友会の若手が育たないこと
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や、高齢化が進んでおりますが、地域の捕

獲スキルの向上を図ることができるという

メリットがありますので、本町も、ぜひド

ローンやＩｏＴの導入についても検討して、

取組を進めてほしいので、よろしくお願い

します。 

  それでは、次の質問に移ります。 

  それでは、空き家の現状と対策について

質問をいたします。 

  ここ数年、限界集落問題が話題となって

おります。中小都市のみならず大都市圏地

域においても、今後、数年後には人口減少

が顕著な傾向となることが問題となってお

りますが、総務省の住宅土地統計調査の概

要が公表されておりますが、令和元年の調

査によると、全国の空き家総数が、この２

０年で1.５倍、５７６万戸から８４６万戸

に増加しております。全国の空き家数は増

加している状況で、空き家率も１３％と過

去最高を記録しているんですが、空き家の

種類別の内訳では、一戸建てが最も多い状

況となっております。 

  空き家が増えると倒壊や防災、治安や衛

生上、著しく有害となりますが、今後、ま

すます増える傾向にあります。 

  近年、この都市部の問題や住宅、団地の

急速な高齢化と、孤独死の増加、相続等に

起因する空き家の増加などに伴い、限界都

市という言葉が関心を集めております。 

  地方都市のみならず、大都市圏地域にお

いても、老朽化した住宅や空き家問題は、

喫緊の課題でありますが、平成２６年に空

家等対策の推進に関する特別措置法が成立

して、平成２６年１１月に公布されており

ます。空き家は全国で約８２０万戸で、４

００を超える自治体が空き家条例を制定し

ているのですが、各自治体においては、特

定空家対策が地域創生における喫緊の課題

として認識されて、対応がなされておりま

す。 

  そこで、本町の空き家対策事業の体制づ

くりや条例、今後の空き家対策計画につい

て、どのように取り組んでいくのか伺いま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  本町の空き家対策の体制といたしまして

は、その苦情や相談の内容によりまして、

窓口となる部署を平成３０年３月に策定し

ております豊能町空家等対策計画で定めて

いるところです。 

  計画は、本町の空き家の現状を踏まえ、

町の人口減少に歯止めをかけ、安全・安心

のまちづくりのため空き家対策を推進し、

良質な住宅ストックを構築することを基本

目標として、空き家対策に関する基本方針

のほか、具体的な対策について定めており、

その中で適切に管理が行われていない空き

家に対する対応についても定めているとこ

ろでございまして、これまで計画に定めら

れた対策に基づきまして、その対応に努め

ているところでございます。 

  今後の空き家対策計画や条例の制定とい

ったことにつきましては、令和３年度に策

定する予定の総合まちづくり計画に基づき

まして、分野別計画として、現在の計画の

見直しについて検討していくということに

しておりまして、今後は本町の今の現状を

踏まえまして、より現状に適したものとし

ていきたいというふうに考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で、寺脇直子議員の一般質問を終わ

ります。 

  議場換気のため、暫時休憩をいたします。

再開は１４時１０分といたします。 

（午後２時００分 休憩） 
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（午後２時１０分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、管野英美子議員を指名いたします。 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  皆様、こんにちは。 

  ５番、管野英美子でございます。議長の

御指名を受けましたので、議員になって３

０回目の一般質問をさせていただきます。 

  初めに、中学校の給食についてです。１

２月に引き続き、この質問をさせていただ

きます。 

  １２月の一般質問で、残渣の多いこと、

その対応が毎年同じで、残渣が減っていな

いことがよく分かりました。 

  私たちは、１２月会議の最終日、議員の

希望者と事務局で給食をいただきました。

ほぼ完食でしたが、小さなヒレカツが２枚、

冷めたではなく、冷蔵庫から出したばかり

のような冷たいおかずにも大いに問題があ

ると感じました。 

  私は、毎朝、登校見守りをしています。

中学生が光風台小学校の階段下で待ち合わ

せをして集団登校をします。時々、給食に

ついて話を聞きます。「まずい」とか、

「お肉が白い」「凍っている」とか、感想

は様々です。そして、昨日のメニューが豚

丼でした。今朝も聞いてみると、やはり

「お肉が凍っていた」と、「食べなかった」

という声を聞きました。「何とかして」と

いうようなことも言っていました。 

  また、吉川中学校の１月２９日発行の学

校便りでは、学校教育自己診断で給食につ

いて、冷たい状態での配送など、生徒との

話合いでは解決できない課題があると書か

れてあります。 

  そこで、この問題を考えるのは、この場

だと思っています。温めるなどの施策を考

えるべきではないでしょうか。お考えをお

聞かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  お答えさせていただきます。 

  本町の中学校給食の献立については、給

食調理業務の受託事業者が、学校に町が配

属しておる栄養士とメニュー等を相談し、

栄養素やカロリーを踏まえて作成しており

ます。冷たくても本当は完食してほしいと

いうように思っております。 

  残渣が多いことは、議員がおっしゃいま

すようにおかずが冷たいことが一つの要因

であると考えております。そのようなこと

から、給食を温めることについて、先日、

給食調理受託業者から、その方法について

ヒアリングを行い、また、教育委員会から

も複数の案を提示しました。温める方法は

あるのですが、費用、施設改修、運搬の際

の温度管理など、衛生面などの課題もあり、

今現在、その方法を検討している状況でご

ざいます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  お金のこともあるんですけれど、やはり

残渣が37.５％、7.６トンのごみ、アフリカ

ゾウの大きいのが５トンなんですね。アフ

リカゾウ以上のものを残しているというこ

となんですよ。 

  全員喫食ということは、もう崩れている

んじゃないですか、これだけ残していると。

それで、希望者だけということにはならな

いのですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 
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○こども未来部長（八木一史君） 

  希望者だけデリバリー給食ということや

と思うですけども、給食導入の際、そうい

うことも考えております。ただ、給食を搬

入する業者の関係もありまして、希望者だ

けになって、少ないということになると、

なかなかデリバリー給食が難しいと。 

  導入する際におきましては、アンケート

調査も行いまして、保護者がデリバリー給

食の希望が多かったということを尊重しま

して、また、大阪府のほうが中学校給食を

進めていたという経緯もありまして導入し

ております。 

  現在のところ、希望者だけのデリバリー

給食というのは、考えておらないというと

ころでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  導入されたときの状況は分かっています

が、大人のアンケートだけで給食を導入し

た。子どもの７割がお弁当を持参したいと

言った。それで、大人の論理だけでこうや

って。結果として、子どもが残している。

これ、子どもたちの声じゃないんですかね。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  中学校給食を決めるときに、確かに、今、

議員おっしゃいましたように、保護者と子

どものアンケートの結果が真逆の結果が出

ておりました。ただ、そのとき、教育委員

会としましては、お弁当にしますと、やは

り栄養バランスの非常に欠けるようなお弁

当といいますか、それに見合わないような

ものを持ってくる家庭もございまして、お

弁当じゃなくてデリバリーにすれば、全て

の子どもが栄養、量も満たせるんじゃない

かということで、デリバリー給食にしたと

いうことでございますので、それを引き続

きしていきたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  デリバリー給食にして、37.５％残ってい

る。これで、ずっとこの話をしていても平

行線なので、温める方向でできたら考えて

いただきたいなと思います。お金は要るか

もしれませんが、子どもたちの栄養を考え

ると、やはり前向いて取り組まないといけ

ないかなと思っています。 

  町長は、このことをどのようにお考えで

すか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  御指摘の状態で、残渣というもの自身に

取り組まないといけないということは、本

当によく分かっております。 

  私もいただきましたけれども、冷たくて、

私がお弁当が多いのか知りませんけど、冷

たくてもおいしくいただけた、野菜の量も

多くて、健康のバランスを本当に取ってい

るなというのはよく感じます。 

  ただ、子どもたちにとってどうかという

ところについては、今、温める方法等も検

討させていただいていますので、それらを

踏まえて総合的に判断していきたいという

ように思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  では、これはまた進捗状況などを伺いた

いと思います。 

  そして、教育長が就任なさってから、学
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校再配置は小中一貫教育についての問題は

とても積極的に取り組んでおられるのに、

食育についてはどうなのかなと、私には見

えてきていません。 

  以前は、教育委員会主催でユーベルホー

ルで、この食育シンポジウムが開催されて

おります。服部幸應さんが講演をなさって、

給食の時間をもう少し長く取りましょうと

言われているにもかかわらず、まだ時間は

短くて、急いで食べている現状があります。 

  そして、１２月のこの質問の最後に、私

も、中学校の給食の導入に当たりましては、

いろいろな取組をされております学校等も

見せていただいてという答弁があります。

先ほど井川議員の質問にもありましたよう

に、一流シェフのメニュー提案の取組もさ

れたとおっしゃった先生方。 

  教育長として、このような食育に関して

の取組、中学校の給食に関してですが、何

か特別にやっていただけますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  デリバリー給食の、今、議員御指摘のよ

うに、いろんな課題があるということは承

知をいたしております。ですから、どのよ

うにこれを改善していくか。今の業者とど

ういうことができるかということを相談さ

せていただいております。 

  やはり、このことは教育委員会を挙げて、

これは考えていかなくてはならない。伸び

盛りの子どもたちが、あれだけの残渣を、

おかずを残しているという、御飯含めて。

やはり、これには問題があるというように

思っております。 

  井川議員さんのほうから、先ほどござい

ました。東京足立区では、これはやはり町

を挙げて、給食、あるいは食育のことにつ

いて取り組んできておられるということを、

小松先生のほうからもお聞きをいたしまし

た。教育委員会としましても、委員同士で

も、このことにつきましては検討してまい

りたいと思いますし、先進的な取組をされ

ている町、大阪府内にもたくさんある、以

前、訪問したこともございます。そういう

ところも参考にさせていただきながら、デ

リバリーをこのまま続けるとしたら、どう

いうような対応ができるかということにつ

きましては、検討を進めてまいりたいとい

うように思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  先進事例を見に行かれたんだったら、即

に実施していただきたいなと思います。取

りあえず、今回は給食を温める方向でしっ

かりと取り組んでいただきたいと思います。

またこれは進捗状況を伺いたいと思います。 

  ２番目の質問に行きます。文化振興基金

とユーベルホールについてです。この質問

は１２月に通告しておりましたが、できま

せんでした。 

  文化振興基金について、平成３０年と令

和元年度の決算後の基金残高が同じです。

事前に伺いましたら、文化振興基金の定期

預金の満期が支払いに間に合わずというこ

とでした。４月５月に出納閉鎖期間中の支

出の可能性があるのに、６月に満期が来る

という、ちょっとしたミスだと思いますが、

解約するにはもったいないというのは理解

できます。 

  財政調整基金から支出したということで

したが、同じ財布の中からなので、問題は

ないと思うんですが、会計処理で基金間の

繰入れや繰り出しということができなかっ

たのか、お尋ねします。 

○議長（永谷幸弘君） 
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  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  基金は単独でそれぞれの会計という形に

なっておりますので、お金に色はないとは

言いながら、やっぱり分別管理しているも

のですので、そこの間の流用は難しいと思

っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  文化の継承というのは、大変お金がかか

るものです。大阪府もそうでしたね。そし

て、３６億、ユーベルホールは立派なもの

を造ってしまった。それを、このような小

さな自治体で維持していくのは大変なこと

です。 

  昨年の３月会議の総括質疑で、令和２年

度末で基金残高が底をつくとの答弁でした

が、今回の会計処理で１年延びたかと思い

ます。 

  今年度予算計上されている3,７６５万5,

０００円を文化振興基金から出すと、残高

が底をつくようです。 

  今後、どのように事業を展開されますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  ここ数年、ユーベルホールの文化振興事

業費予算は、年間約７００万円でございま

す。この予算では、舞台公演の提供にどう

しても制約が出てくることは否めません。 

  このような状況下、低予算で舞台芸術の

提供をと、ロビーにおけるミニコンサート

を、ここ数年は数多く取り入れて実施する

方向にシフトしております。また、行財政

改革プラン２０１９でも、そのようなこと

を示させていただいております。 

  今後も町の財政状況が劇的に改善される

ことがない限り、現状の事業展開を維持せ

ざるを得ないというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  財政のことなので、先に⑥番の質問に行

きます。 

  ９月定例会議の長澤議員の一般質問に1,

０００万円の公演で１万円の入場料で５０

０席、２回公演、チラシ等ＰＲなどの経費

が赤字になる、高い入場料では来てもらえ

ないかなという答弁がありました。５００

人の収容人数、採算の取りにくい施設で、

毎年約4,０００万円の赤字が数年続いてい

る。直近１０年間に必要な改修費用は１３

から１４億かかる。３５年間に必要な額は、

２２億から３０億との報告をいただきまし

た。 

  このことから、今後の事業はどのように

展開されるのか。町財政を考えてみて、閉

鎖もあり得るのでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  ユーベルホール運営に関しまして、非常

に赤字、行政負担が多いということは認識

しております。 

  閉鎖ということなんですけども、ユーベ

ルホールについては、平成２０年代初頭に

廃止の議論がございました。しかし、町民

をはじめとする利用者からの署名活動など

により、存続されたという過去がございま

す。 

  教育委員会としましては、芸術文化を町

民に提供したいと考えていますが、町の財

政状況もございますので、最終的には町の
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方針である町公共施設再編検討委員会の答

申をいただいた後、町と教育委員会で判断

しなければならないと考えておるところで

ございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  今、答弁にありましたように、署名用紙

を私は持っています。いろいろ掃除してい

たら出てくるんですけどもね。本当に熱い

思いを持っていらっしゃるし、この賛同ア

ーティストの方々というのは、今の演奏し

てくださっている方も大勢いらっしゃいま

す。 

  私もユーベルホールの公演は、ほとんど

見に行っています。でも、あんまり行政の

方も議員の人も、あんまり来られてないん

ですね。オオサカンのニューイヤーコンサ

ートでも、半分入ったらええところかなと。

以前、沢田研二さんが観客が少ないからと

言ってやめてしまいましたけど、オオサカ

ンの方も、そういう冗談もおっしゃってい

ました。 

  それで、現在のことですが、ユーベルホ

ールのホームページには、このようにトッ

プ画面に「芸術文化の創造・実践・鑑賞の

殿堂」、すばらしいキャッチコピーとなっ

ていますが、今、実際に事業をされていて、

このようになっていますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  現在のユーベルホールの事業を見ますと、

確かにそのようになっているかというのは

難しいところではございます。 

  開館当初から、しばらくは劇団四季の公

演とか、大阪フィルハーモニー、中村紘子

のピアノコンサート、劇団風、夏休み子ど

も映画会の子ども団体鑑賞など、財政負担

も多かったことから、キャッチコピーに負

けない公演を数多く行い、ほぼ、どの公演

も満員という状態が続いておりました。 

  しかし、現在はそういう状況ではござい

ません。現在も予算範囲内でキャッチコピ

ーに近づけるよう、運営努力を重ねており

ます。しかし、財政状況、施設老朽化、改

修ができていないということもありまして、

なかなかそのようなキャッチコピー、昔の

ような運営はできていないというふうな状

況でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  ロビーは、とてもいい雰囲気の場所かな

と思うんですね、吹き抜けの。そこで、今、

図書館で一生懸命やっている展示とか、絵

画、写真の展示とか、そういう空間を使え

ばどうかなと思うんです。採算は取れない

かもしれませんが、何にも遊んでいるんだ

ったら、そして、喫茶コーナーなどの検討

もなさってはどうかと思うんですが、いか

がですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  まず、喫茶コーナーにつきましては、開

館当初から検討はされておりました。ただ、

衛生面、また、利用者の購入するときのさ

ばき方といいますか、そういうスペースの

こともありまして、そのコーナーはなくな

ったということでございます。 

  展示とかの、展示といいますか、西公民

館等で行っている展示ですけども、ユーベ

ルホール、ほかの利用者、ホールもありま

すので、その辺につきましては、実施につ

いて、生涯学習課のほうで、少し検討させ
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ていただきたいというふうに考えます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  では、町長に伺います。 

  令和３年度町政運営方針にユーベルホー

ルのくだりは何もありませんが、どのよう

にお考えですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ユーベルホール単独のお話はさせていた

だいておりませんでした。 

  ただ、公共施設に関しては、過去から申

し上げているとおり、全体をやはり見直し

ていって、それぞれの役割、そして、それ

ぞれの住民の方々へのサービスというのを

提供していかないといけないというように

思っています。 

  ユーベルホールに関しては、特に自主事

業を行う、それをすると採算性が取れない

という事態になっています。これも今後の

ものにつきましては、舞台装置の改修とか

しないと、同じような音楽ホールという形

の運営はできない。ただ、教育委員会等も

含めて、いわゆる収益性が取れない、そう

いう低いものでいくと、やはりほかの団体

のといいますか、ホールのほうも一緒に運

営のお教えをいただきました。そうすると、

やはりキャパの問題、それから地域の問題、

もうこれが無理ですよとは言われませんけ

れども、そういう状態でした。 

  今後はユーベルホールの利用というとこ

ろで、いわゆるそのほかの音楽ホールだけ

ではなくて、例えば集会所であったりとか、

集会という形でいくと、ハロゲンランプ使

わなくていいとか、いろんな考え方がある

と思いますし、映画だけでいくと、そうい

う音響屋さん、それから照明屋さんという

方々も少なくなる可能性もあるというとこ

ろで、そういうものを検討させていただき

たいと。 

  ただ、最終的には、公共施設再編検討委

員会のほうでの答申を踏まえて、しっかり

と検討させていただきたいと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  ④の質問で、文化ホール運営協議会委員

は、令和元年７月以来委嘱されなくて、１

０月の教育委員会会議で４名の方が委嘱さ

れました。１０名以内で構成するところを

４名しか探せなかったとの発言がありまし

たが、設立に動いた方、平成２２年に存続

を求める会に参加されていた方、さらに学

校再配置で周辺の施設がなくなると言って

いた人たちへのアプローチはされたのでし

ょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  今回の文化ホール運営協議会委員の選定

に当たりましては、単に施設や町の文化振

興のあるべき姿を論拠・批評していただく

ような方ではなく、現在のユーベルホール

の現状や財政状況を把握し、与えられた状

況下で何ができるかを御議論いただける方、

また、実際の運営に深く関わりを持ってい

ただける方、プレーヤーを重視して、選任

に当たっております。 

  御質問にございますような方々へのアプ

ローチは行っておりませんが、ユーベルホ

ールの設立に力をいただいた方は、委員に

は入っていただいておるというところでご

ざいます。 

○議長（永谷幸弘君） 
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  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  今、文化ホール運営協議会委員が財政状

況も鑑みながらということ、私は舞台をど

ういうふうに演出するかとか、そういう審

議会だと思っていました。財政状況も見て

いただけるんであれば、⑤番目の質問なん

ですけども、以前、老人福祉センターの在

り方検討委員会があり、松本調整監が健康

増進課長だった頃ですが、一定の成果を挙

げられておられます。視察も行かれて、お

風呂をやめて、老人会だけの施設ではない

ように、今はとてもちゃんと運営できてい

るかなと評価していますが、社会教育委員

と、この施設の在り方を協議されてはいか

がですかということです。 

  この社会教育委員会は、８月の教育委員

会会議で、新たな委員２名を選任されて、

その後の会議で教育施設のことを活発に意

見交換をしたと複数の委員から伺っており

ます。この在り方検討会を社会教育委員さ

んや文化ホール運営協議会の方、図書館委

員の方たちも、皆さん含めて検討会をされ

たらどうでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  公共施設の検討委員会の件については、

ちょっと私から言えませんけども、今後、

町内施設の在り方については、そこで議論

されると、公共施設再編検討委員会で議論

されることになっておりますけども、議員

おっしゃいました前回の社会教育委員会に

おいて、社会教育委員会の立場から、全生

涯学習施設の在り方をどのようにしようか

ということで、今後考えておりますのは、

今月３月中に社会教育委員会と文化ホール

運営協議会委員合同の会議を予定しており

まして、生涯学習課所管施設の視察、見学、

そして町の財政状況の説明、個別施設計画

の説明を予定しております。そして、そこ

ではすぐ決められないと思うんですけども、

何回か会議を持ちまして、社会教育委員と

して、ハード面ですので、施設の在り方の

意見をまとめていくというふうなことを考

えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  とても前向きな答弁でした。またこれも

進捗状況を聞かせていただきます。 

  そして、すみませんが、この件で（６）

に先に行かせていただきます。文書の管理

についてです。 

  今の質問の中で、社会教育委員は８月、

文化ホール運営協議会委員は１０月の教育

委員会会議で選任をされています。このこ

とを確認しようにも、ホームページには議

事録がまだ掲載されていません。現在、６

月の教育委員会会議までしかありません。

なぜですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  議員おっしゃるとおり、非常に会議録の

掲載が遅れております。 

  議事録の作成につきましては、通常、教

育委員会会議の庶務担当職員が自らレコー

ダーから議事録を起こして作成しておりま

す。 

  今回、作成しておりましたファイルに不

具合が発生しまして、開かなくなったと。

一から再度作成しているところです。作成

にもうしばらく時間をいただき、掲載した

いと思いますので、申し訳ございません、

よろしくお願いいたします。 
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○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  本当にホームページにアップが遅いので、

傍聴しなければ分からないわけです。いつ

も、ほぼ毎回、議員が４名と住民１名の傍

聴しかないと思うんです。 

  そして、教育総務課はとっても忙しいで

すよね、今。学校再配置の方向転換や老朽

化している学校の雨漏りなどの不具合、中

学校の給食など、今のあの人数で仕事をす

るのは、私は酷だと思っています。会計年

度任用職員を雇って、議事録作成されるの

もよいかとは思いますが、議事録作成のソ

フトや機械を導入されてはどうかという提

案です。 

  教育委員会だけで使うのではなく、この

２月には介護保険や国民健康保険、３月に

は、８日は障害者計画、１２日は福祉計画、

２３日には総合まちづくり計画等の会議が

めじろ押しです。もちろん教育委員会もあ

りますが。この議会にも急いで作る委員会

報告のときの議事録もそうです。そのよう

な機械の導入のお考えございますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  そういったソフトの中には、人口知能の

ＡＩを使った会議録作成システムというも

のがございまして、多くの自治体で導入さ

れて、職員の事務作業の軽減、業務の効率

化、会議録作成の迅速化等で住民サービス

の向上につながっているという話は聞いた

ことがございます。 

  そういったＡＩの導入につきましては、

人材とか予算の面で課題もございますけれ

ど、有効な手段の一つだと認識しておりま

すので、検討していきたいと思っておりま

す。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  ぜひ、積極的にやっていただきたいなと

思います。これは、今年度だけではないで

す。ずっと今後も続くことなので、よろし

くお願いします。これも楽しみにしていま

す。予算が上がってくることを。 

  続いて、６番目の②の質問に行きます。 

  過去の様々な問題で書類がないことがあ

りました。私が議員になって７年半、大き

く３つ問題があったと思っています。光風

台駅前エスカレーターの上り口の地盤の分

かる図面、東ときわ台の保育所用地の能勢

電との協議書、２月会議の柳井組との水の

流れに関する協議書。 

  文書の管理をどのように規定をされ、保

管されていますか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  公文書の管理につきましては、豊能町文

書取扱規程というものに基づいて行ってお

ります。 

  この規程には、文書の整理、文書の保存、

保存文書の廃棄といったことについて、手

続などを定めております。 

  過去に書類がなかったということもござ

いましたけれども、より適切な文書管理を

行いますよう、整理、保管の徹底、また、

廃棄の際には保存年限を確認するよう、徹

底を図っていきたいと思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  文書の保管についてなんですが、過去に

も２回、郷土資料館の隣の書庫が雑然とし
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ているということを指摘しました。そのと

きの答弁で、「あの建物、かなり老朽化を

しておりまして、文書の保存場所としては

よくない場所」「公共施設の再編に向けて

検討」「書庫については侵入防止も含めま

して、外から見えないように対策は講じた

い」と答弁をいただきまして、入り口のド

アに模造紙が貼られてしまいました。それ

で、私ももうのぞけなくなってしまったん

ですが、ちゃんと保存できているのだった

らよいのですが、防災倉庫を見せていただ

いたときにも機密の廃棄文書も倉庫に置い

てありました。 

  過去をよく御存じの職員が、次々定年を

迎えられます。もうちょっと遅かったのか

もしれませんが、今、町政四十数年です。

大事なことを聞きながら、文書の整理を今

のうちに紙ベースかデジタルも含めて対策

をお伺いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  公文書の管理は、豊能町に限らず、どこ

の自治体でも、以前は国においても随分と

問題になりました。 

  私も資料館のそばの文書倉庫、入ったこ

とありますけれども、確かに古い文書の廃

棄が適切に行われてなく、その年限が過ぎ

ているにもかかわらず置いているといった

ことも見ました。 

  おっしゃるように、新しい職員が、これ

は残していいのか、廃棄していいのかの判

断がつきませんので、今いる職員が考える

必要があるのではないかと思っています。 

  以前、このことに関しましては、私から

も文書の廃棄を適切にするようにという話

を、指示をしたことがございますので、改

めて、その話をしていきたいと思っており

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  副町長が大阪府に帰られる前に、もう一

声お願いします。 

  続いて、３番目の会計年度任用職員につ

いて伺います。 

  町には随分多くの方がパートタイマー、

会計年度任用職員として働いていただいて

います。その仕事ぶりは、正職員さんと変

わらないといっても過言ではありません。 

  令和３年度も、今たくさん募集されてい

ることをホームページで知りました。技術

や資格の必要とする仕事も会計年度任用職

員が担っている場合が多くあります。 

  特に、次の２点について伺います。 

  食育で活躍していただいています管理栄

養士について。 

  町のホームページの健康づくり、食育・

栄養というところをクリックすると、今年

度は「ウイルス対策！免疫力を高めよ

う！！」の動画が１８、「初めての栄養講

座」や「水曜ウオーキングの後の食トレ」

などが見られます。町のホームページの中

では、一番充実したページであることに間

違いはありません。 

  先ほどの教育委員会の議事録のことは、

だからとても残念でなりません。 

  さらに保健福祉センターに行くと、１年

間の活動を大きく模造紙に写真つきで掲載

されています。 

  活発な活動と、その報告は、フルタイム

の勤務と伺っていますが、今後、子育て支

援や介護予防の観点から仕事が増えていま

す。 

  このようなことから、正職員を雇わない

のか。近隣市町では、既に正職員も採用さ

れていると伺っていますが、町のお考えを
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お聞かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  専門的な技術や知識を必要とする職務に

つきましては、有資格者を任用し、業務に

従事をいただいているところです。 

  また、人員配置に当たりましては、業務

の必要性、業務量に見合った配置をするこ

ととしております。 

  管理栄養士につきまして、仕事が増えて

いるとの御指摘で、確かに食の関心を高め

ることとか、健康づくりといったことで、

大変重要な役割を担っていただいているこ

とは理解をしておりますが、本町における

業務量、正職員とした場合の将来的な人件

費、小さな役場でございますので、人事異

動上の制約、そういったことを考えますと、

現段階では、会計年度任用職員で任用する

のが望ましいと考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  とても残念な答弁なんですけども、近隣

市町では、既に正職員として雇っておられ

るんですね。 

  私も保健センターへ行くのが、ちょっと

嫌なことがあるんです。なかなか課長さん

も課長補佐も出てこられないんですね。じ

っと立っているんです。そうしたら、この

栄養士さんが来て、「ホームページ見てく

れましたか。今、動画何本あるか知ってま

すか」と言われるから、「１６」って言っ

たら、「１７あるんや」、今は１８ですけ

どね。本当に一生懸命仕事をされてて、本

当に職員のかがみのような。 

  別にこの人を雇えと言ってるんじゃなく

て、こういう仕事をする人を雇ってほしい

なと思ってるんですが。どうですか。もう

一度、答弁お聞かせください。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  議員からお話ありましたように、会計年

度任用職員だから、正職員だから、仕事の

質に差があるということはないと、私もそ

のように思っております。 

  組織として最適な任用形態でありますと

か、勤務形態、人員構成というのは、どう

いうものがいいのかといったことを判断し

ていく必要があるのかなと思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  ちょっと仕方がないかなと思います。 

  そうしたら、②の留守家庭児童育成室の

支援員についてなんですが、入室の案内に

学校や塾のように教科を教えたり、習い事

をするところではありませんとあります。

そして、令和２年８月の学校再配置の説明

会で３月１７日の質問です。小学校の学童

保育が充実していないという印象があり、

子どもが通うのを嫌がっているとあります。

また、以前の議会報告会で、支援員の質を

上げてくれとの意見もありました。 

  こんなことを言われながら仕事をされる

のも気の毒だなと思っています。日頃は支

援員だけで運営されていると思いますが、

この３か所の育成室の責任者はどなたです

か。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  ３つあります留守家庭児童育成室なんで

すけども、こども育成課の所管施設ですの
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で、運営管理の直接的な責任は、こども育

成課となります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  私も夢ラボで、放課後イベントを時々見

に行くんですが、そのときは、この育成室

と放課後イベントの申込者と一緒に４時半

まで活動をしています。そして、４時半に

なると、放課後の子は帰って、育成室の子

は育成室に戻るという形を取られているん

です。 

  そのときに、時々こども育成課の職員の

方が、会計年度任用職員さんが見に来られ

ているということなんですけども、以前、

光風台でガラスが割れたとかで事故が起こ

っているんですね。もちろん、そのときに

なると駆けつけてはくれますが、学校の中

でも育成室は別のもので、応急処置とかは

していただけますが、管理はこども育成課

で、学校の校長先生や教頭先生の責任では

ないと思うんですね。そのことをもう少し

しっかり見てあげないと、この支援員が危

ないことをして注意をしても、「肩をたた

いたやろ」とかって言われるんです。それ

は、どこの育成室でも同じことです。「私

たちは冷や冷やしながら、子どもがけがを

しないように見ている」とおっしゃってい

るんです。 

  ですから、もう少し巡回していただくと

か、何か手だてはありませんか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  指導員の件ですけども、指導員につきま

しては、指導方法等ありますけども、基本

的に放課後児童育成室指導員研修を受講し

た方と未受講の方をペアで勤務するシフト

制を取っておるところでございます。 

  また、未受講者であっても、長年、留守

家庭児童育成室でお仕事をしていただいて

いるベテランの方が多くいらっしゃるとい

うのが実情でございます。 

  育成室のけがなんかも、時たま起こりま

す。そのとき事故や事件等、発生した場合

に備え、初動連絡体制表を育成室内に掲示、

こども育成課と各支援員の緊急連絡網を作

成しています。また、危機管理マニュアル

作成や、育成室安全点検チェックリストを

作成し、室内や周囲状況を毎月点検して運

営しておるところでございます。 

  育成室のほうに、もう少し頻繁に職員の

ほう、行ったらどうやということですけど

も、その辺も考えさせていただきます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  もう一つ、今、東能勢と東ときわ台で募

集をしておられますが、特に東能勢の育成

室のことなんですが、今、誘われている人

がいます。そして、行ってあげたいなと思

うんですが、この放課後の時間帯に東西を

つなぐバスがなく、少ない、もしくは、な

い。そして、温暖化でスタッドレスタイヤ

も最近は使用していない、西地区だけやっ

たら、どこまでも歩いて行けるということ

で、西地区からはお手伝いに行けないと言

われているんですね。 

  教育長は、いつも地域で子どもを育てる

とかおっしゃっているのであれば、地元で

もう少しきめ細かく探してあげられないか

なと思うんですが、いかがですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 

  育成室に西地区から来ていただくと、非
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常にありがたいことなんですけども、なか

なか車を運転するのが怖いとか、冬場、特

に問題がございます。 

  学校運営協議会もありまして、東地区は

東地区の方で育成室を運営していくのが、

顔も見えまして、本来いいんですけども、

なかなか育成室の指導員、また、保育士等、

見つからないという状況でございます。そ

のようなことから、今後もそういう方がお

られましたら積極的に声をかけていきたい

と思うんですけども、なかなかそういう状

況ではございませんので、もし、そういう

資格のある方がおられましたら、教育委員

会、探しておりますので、議員のほうもよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  その答弁は、学校再配置のことで矛盾し

ていませんか。 

  地域で子どもを見守り、育てるわけでし

ょう。そうしたら、頑張って東できめ細か

く探すのが筋じゃないですか。西地区の人

が、雪で凍っている道に運転して来いとか、

そういうことは言わないでほしいなと思っ

ているんです。 

  今も東能勢小学校の学校の支援員も西か

ら行っているので、すごく頑張ってね。こ

っちの仕事が少なくなったから、手伝いに

は行ってるんですけどね。 

  やっぱり教育長も町長も地域で育てるっ

ておっしゃったじゃないですか。私、この

後、４番目の質問で、ちょっと光風台小学

校の学校支援のことをお話ししてから質問

する予定だったんですが、時間がないので、

また次にしますけど、学校支援の支援事業

の成り立ち、地域の人が子どもを支える。

光風台小学校は、校長先生がこの指とまれ

って言ったら１００人来たんですよ。私は、

コーディネーターとして、この１００人を

離したらあかんと思いました。だから、地

域で子どもを見守り、育てると言うなら、

責任を持っていただきたいと思います。こ

れはお願いしておきます。 

  そして、時間がなくなりましたので、５

番の質問から先にさせていただきます。 

  障害者や高齢者に優しいまちづくりにつ

いてです。 

  ときわ台駅前ロータリーは、既に完成し

て運用されていますが、おでかけくんの事

業者から、どこに止めればよいのかを聞か

れました。建設課と公安委員会とで、再度

の協議で、今、新たに障害者用の停車スペ

ースを設けるように進めていただいている

ところです。 

  併せて、中川議員が駐輪場近くの電柱が

車椅子の方の通行を妨げているとのことを

建設課へ連絡をされていて、柵を取ってい

ただいたところです。少し狭いですが、取

りあえず通れるということになりました。 

  私も、ここにいる皆さんも、なぜ気がつ

かなかったのか。新たにロータリーを整備

するに当たって、改札口へのスロープの近

くに、まず障害者用の停車スペースを設け

るべきだったのではと思っています。折し

も障害福祉計画を策定中ということで、福

祉課にもお話しに行きました。 

  今、豊能町支障木伐採計画を策定されて

いて、本年度予算も入っています。歩道の

通行を塞ぐような街路樹等の在り方も検討

いただいているところですが、障害者や高

齢者に優しいまちづくりについて、町全体

のこと、そのお考えをお伺いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  町全体ということでございますが、大阪
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府のほうで、福祉のまちづくり条例という

のがございます。これは御存じかと思いま

すが、そういう条例を基に建築物等の整備

方針、そして、いろいろ町が何か公共施設、

あるいは保有施設を整備するときには、こ

ういったものに基づいて整備していきなさ

いというようなガイドラインが示されてお

りまして、それに基づいて、できるだけ

我々として、できるものについては対応し

ていくということで、対応してまいりまし

た。 

  今後とも、まちづくりという大きなお話

でございますが、我々所管しておりますの

が、社会資本の道路とか、公園、先ほどお

っしゃった駅前の件についても、あれは道

路敷でございますけども、そういったこと

に関しまして、施設も含めて、大阪府の福

祉のまちづくり条例に沿って、福祉部門と

連携を図りながら、誰もが出かけやすくて

使いやすい施設づくり、こういったものの

推進に努めてまいりたいというふうに考え

ております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  以前、光風台駅前エスカレーターの件で、

車椅子でこの町を歩けるかということを実

験しました。東ときわ台小学校から保健セ

ンターまで、２方向に車椅子で、私は西岡

議員を乗せていきました。この町の坂道は、

車椅子は難しいことが分かりました。やっ

ぱり光風台駅前は、エレベーターがいいっ

ていう結論を出したかったんですが、町が

車椅子で歩けないんだから、エレベーター

もあかんなということ。そうしたら、車で

車椅子の方を乗せて駅まで行く。実際に障

害者の方は、よく妙見口まで送ってもらう

と言われます。フラットだからです。 

  そういうことを考えると、車椅子で駅ま

で送るという、その行為が一番大事なんだ

なと思いました。 

  そして、ときわ台駅前のことを考えると、

今後、光風台駅はどうなるのでしょうか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  高木都市建設部長。 

○都市建設部長（高木 仁君） 

  御質問の光風台駅についてでございます

が、現在、光風台駅前には、バスの停留所

の後ろのところから縦に５台ぐらい止めら

れるようなスペースがございます。障害者

用の停車スペースを新たに設けるというこ

とに関しましては、公安委員会、豊能警察

との協議が必要となってまいります。これ

までも協議をしてまいりまして、その中で

公安委員会のほうからは、光風台駅前は駐

車スペースがちょっと少ないということで、

お互い、健常者の方と障害者の車両が譲り

合いながら一緒に使用していってはどうか

という考えが、今のところ示されていると

ころでございます。 

  光風台の駅前の停車スペース、障害者や

高齢者の方々が利用しやすいというような、

そういうスペースにつきましては、公安委

員会とこれまでも協議してまいりまして、

引き続き、警察と十分協議していきたいと

いうふう考えております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  本当に、私たちは自分が元気だから、障

害者のことを後回しに考えていたのかなと

思って、ときわ台の駅前のことで、ちょっ

と自分の目が覚めたような気がします。 

  そして、最後に通告にはないんですが、

町長は道の駅構想をやめる理由として、既

存の施設を潰すので駄目だともおっしゃら

れました。 
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  では、中央公民館は存続するのであれば、

ほとんどの活動が２階なんですが、エレベ

ーターをつけるのかどうか。戦没者追悼式

だけでなく、このコロナ禍でも、ギターの

演奏とかやってはったんですね。「西公は

厳しく自粛と言われるけど、あっちは使え

るで」って言われたことがあるんですが、

中央公民館はどうされるんですか、障害者

に対して。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  中央公民館、どうするんですか。課題は

中央公民館の場合は、もうおっしゃるとお

り障害者の方々が移動できるエレベーター

がないと。これも課題の中に入っています。 

  今後どうするんですかということについ

ては、学校の再編も含めて、公共施設の中

で、代替できる施設も検討ができると思い

ますので、そういう中で、しっかりと議論

をしていきたいと思います。 

  誰でもが移動ができて、やっぱり通える

状態のところにそういう施設があるという

のは、非常に重要なことだと思いますので、

そういう観点で検討してまいりたいと思い

ます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  管野英美子議員。 

○５番（管野英美子君） 

  ありがとうございます。 

  これで終わります。 

  ４番の質問ができませんでしたので、ま

たしっかり温めて、６月議会に上げます。 

  ありがとうございました。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で、管野英美子議員の一般質問を終

わります。 

  議場換気のため、暫時休憩いたします。

再開は１５時１０分といたします。 

（午後３時００分 休憩） 

（午後３時１０分 再開） 

○議長（永谷幸弘君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、西岡義克議員を指名いたします。 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  御指名をいただきました。西岡でござい

ます。本日最後でございます。お疲れでは

ございますが、御答弁のほう、よろしくお

願いいたします。 

  コロナの問題も出ていますけれども、新

型ウイルスの収束は、いまだ見えておりま

せん。豊能町では、５２人ですかね、５２

人の感染が報告されております。感染され

た方々に対しては、心からお見舞いを申し

上げますとともに、自己防衛、自己管理を

されて、拡大防止に努められることを切に

お願い申し上げたいと思います。 

  また、率先垂範事業対応に誠心誠意対応

されておられます医療関係の方々には、敬

意を表する次第であります。 

  責任は全て私は国にあると思います。事

前の対応のなさ、事後の対応ですら対処療

法のみで、お願い、お願い、御協力をだけ

の愚策であろうと思いますが、いまだ収束

の道さえ見えてきておりません。 

  いわんやキャバクラとか、シニアの飲酒、

違法行為数々に至っては破廉恥行為そのも

のでありますが、反省のかけらも見えませ

ん。情けない限りであります。 

  我々は、少なくとも感染者に対する非難

や差別発言をすることなく、また、新型コ

ロナウイルスに乗じての悪質なデマやＳＮ

Ｓ等での詐欺には、十分注意を払い、各自、

心して対応、自己対応、自己管理をしてま

いりたいと思うわけでございます。 

  さて、３月予算委員会でありますが、教
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育は百年の大計にありと申しますが、百里

の道も一歩からということで、１年の大計

がなければ、単なるリップサービスになる

わけであります。 

  教育力日本一を教育大綱に掲げている豊

能町の教育は、残念ながら昨年の３月の予

算委員会において、保幼小中一貫教育推進

予算の全額否決により、大きく後退いたし

ました。同時に子どもたちの未来に大ブレ

ーキをかけた無残な結果となりました。痛

恨の極みであります。 

  今年度は、令和４年度に国が設置要請し

ておりますところのコミュニティースクー

ルの先進的な取組に向け、渾身の力を振り

絞り、みんなで協働して、その遅れを取り

返さなければなりません。 

  先般の東西の学校運営協議会設立準備委

員会の研修会を見るに、東西の委員からは、

たった一つの意見しか出ませんでした。豊

能町の子どもたちに見えないという遅滞ぶ

りであります。 

  視察費や研修費等との削減の結果、１年

のソフト面での取組の遅れをまざまざと目

の当たりに見せつけられた感じがいたしま

す。豊能町の子どもたちに大変申し訳ない

思いでいっぱいであります。 

  教育力日本一は、国や他の地域に先駆け

てということであります。そして、他の自

治体にない誇り高い保幼のシームレスな小

中一貫教育に緊急に取り組まなければ、豊

能町の教育力日本一は意味を成しません。

結果、単なる美辞麗句に終わります。 

  そこで今回、町長が出されております町

政運営方針、その中で、その町政運営方針

を踏まえて、教育問題、それから行財政問

題、環境問題について、質問をしてまいり

たいと思いますが、相互に関連いたしてお

りますので、前後するところはお許しいた

だき、御答弁をよろしくお願いいたしたい

と思います。 

  まず、この町政運営方針、これを読みま

して、そのキーワードは、私は協働すると

いうことであろうかと思います。 

  私、この協働という言葉は最近よく使わ

れるんですけども、私が一番最初に、この

協働という文字を見たのは、平成３年度に

私が大阪府のＰＴＡの会長をやったときに、

この協働という文字、初めて見ました。協

力して働くやから、これは一生懸命やるこ

とやなと、その程度にしか思っていなかっ

たんですけども、昨日、辞書を引きました。

そうしたら、平成元年度金田一京助監修の

新明解国語辞典ですか、これにあったのは、

「きょうどう」は３つあるんですね。前も

言ったように「共に同じ」これは一緒に何

かするだけのことね。共同浴場とかいう言

葉で使います。それから「協力して同じ」

これは２人以上の人が力を合わせて協力し

て仕事をする、「協力して同じ」というこ

とです。今の「きょうどう」は、「協力し

て働く」これは、１つの目的を達成するた

めに、各部署や自分たちの持分を責任を持

って、補完して協力し合うこと。だから、

自分がまずやって、相手から足りない分を

補完・協力してもらう。ということは、お

互いに相手を知らんと協力できないわけで

す。ということは、これは基本は情報を共

有しとらなあかん。相手知らな、できへん

わけです、協力も何もね。そういうことで

すね。 

  そういうことで、まず、町長にお聞きし

たいのは、情報の共有いうことやけど、わ

しは町長は職員とは協働ができていないと

事は進まへん。一人では何もできませんわ。

そうすると、町長が各職員と協働する原点

は何やと思うてはりますか。お答えくださ

い。 

○議長（永谷幸弘君） 
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  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  協働の原点。難しい御質問ですけれども、

やはり、今おっしゃられるように、課題と

いうのは、いろんな視点から見たときに出

てまいります。そのためには、やっぱり情

報共有をして、それぞれの立場の方々がお

かれている状況、それから、今後の未来に

ついても含めて、情報共有が一番必要だと

いうように思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  町長ね、職員と協働するということは、

基本的には信頼関係と思います。お互いに

信頼せんと動きませんわ。 

  それで、何というんですかね、教育の中

でよく言われるのに、人格的権威というの、

前も言うたと思うんです。権威が制度的な

権威と人格的な権威があります。制度的な

権威というのは名刺の肩書みたいなもので

す。町長という肩書ね。でも、そんなもの

では、職員はついてきまへんわ。人格的な

権威というのは、町長が町長としてあるべ

きことをするから、職員がここの町長やっ

たらってついてくる。そういう人格的な権

威が私は基本やなと。 

  じゃあ、まちづくりについて、誰と協働

すんのやいうことがあんねんけど、わしは

今まで質問聞いていましたけど、最終的に

私は、今日の質問の最終は戸知山で、みん

なが協働して、子どもをどうするかいうこ

とをね、施設をひとつね、お互いに学び合

う学び舎みたいなところをつくってほしい

なと思ったんやけど、聞いとったら、予算

がないとか何とかいろいろ言っているんで

すけども、私は、まちづくりの原点は教育

にあるし、子どもやと思います。今回の教

育の原点は、国のほうは自己肯定感言うて

ます。豊能町は、豊能町に誇りを持って、

社会に生きていく力をつけようということ

で、社会が変化しているわけですよ。大き

くしている。私は、社会の変化で、教育で

一番変化しているのは何やいうたら、私は

人間やと思うんですよ。人間が変わっても

うた。私は、やっぱり国が言うてるように、

子どもは国の基本やし、国の未来は子ども

やと。豊能町もそうです。子どもですわ。

子どもいうことは家庭、家庭教育、という

ことは親御さん、お母さん、お父さん、こ

れが基本やと。そういう人は、今、社会が

変化して、逆に親のほうが自己肯定感なく

なってるんちゃうかな。そういうみんなが

集まって、話し合い、学び合える場所をつ

くりたいなと思うんですけども、その辺、

副町長、予算的にどうのこうの言うてまし

たけども。 

  戸知山のあの問題。せっかく金かけて改

修するんやから、みんなから意見出てます

わ。ああいうもんもつくれ、こういうもん

もつくれ、お金がない。でもね、未来の投

資ですわ。ｉｎｖｅｓｔｍｅｎｔ、投資っ

ていうのは未来にするもんですよ、今じゃ

なくて。 

  教育というのは、なかなか結果が出えへ

ん、はっきり言って。二十歳にならないと、

子どもの成長が見えへん。成人せんとね。

そういうことで、政治家もなかなか教育に

は力を入れへん。結果がなかなか出えへん

から。 

  でもね、今、豊能町がやることは、みん

なで子どものためにということやから、戸

知山、今、柳井組か、道路の補修に何や金

かかると。この間、何かで５００万払うと。

何か汚い使えんような土地、もろてやりま

すやん。これやったら、今回、道路やるん

やったら未来にかけて、そこら辺、戸知山
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にそういう研修センターというか、みんな

が集まる憩いの場、学び舎、そういうもの

をつくる、そういう意思はありませんか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  池上副町長。 

○副町長（池上成之君） 

  議員から御提案いただきましたけれども、

予算を編成するに当たりましては、歳入が

どれだけあるか、歳出を組むに当たっても、

必ずしなければならない事業というのも幾

つかありますので、その中で、どういう優

先順位をつけていくかということで査定を

していくわけです。 

  そういった御提案はありますけれども、

全体の中で判断していかなければならない

ので、今、御提案いただいた部分をすぐで

きるかどうかという判断は、なかなか難し

いかなと思っております。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  だからね、難しいのは分かっとんです。

ただ、じゃあいろんなことを精査して、て

んびんにかけて、豊能町の将来を考えて、

教育力日本一言うてますねん。質問にも出

てました。日本一って何やねん。日本一っ

ていうのは、他の市町村、国に先駆けてや

るいうことです。１番になれいうことです。

２番は１００番と一緒ですのや。１番をせ

なあかん。ほかにないことをせなあかん。

それが将来的に町を変える部分であったら、

ほかを置いても設備投資に、未来に設備投

資をする。ｉｎｖｅｓｔｍｅｎｔというの

は、そういうことです。 

  だから、私は究極の対象は親やと思うて

ます、親。 

  それと、究極の手法は、居場所づくり。

学び合う場。これは、戸知山のね、私は地

域のプラットフォームをあそこにつくらな

あかん。これが町の将来ですわ。 

  そうすると、何をのけてもやらなあかん

ことは、わしは子育てやと思てます。 

  ここ、何もないですやん。 

  それで、企業が来て、何かやると、官民

一体でって。昔も、あそこね、戸知山はね、

やろう言うたんですよ。私も大阪府行きま

した。町が主導的にやるんやったら、民間

ついてきます。でもね、民間に頼るようや

ったらあきまへんでという話を大阪府にさ

れました。確かにそうです。それで、いま

だにあれですわ。 

  あそこはもともと業者が、平成元年かな、

大手企業に研修センターを、分譲するいう

ことで開発されたんですよ。ところが、バ

ブルが崩壊になって頓挫したわけですけど

ね。あのときに、我々も見に行きました。

富士の裾野とかね。一つの施設をくれるこ

とになっとって、そこを生涯学習施設にし

ようという話はあったんです。それが今の

状況になっとんですけど。 

  だから、問題は居場所づくりをやるかど

うか。町長、どないですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  まず、協働から子どもたちの未来をとい

うことでいくと、子どもたちと、もちろん

学校というところと、それから地域という

ことと、家庭。これらが、いわゆる連携を

して、同じ目標に向かってということで、

その方々と特に地域の方々と含めて相互交

流できる学び舎という御意見だと思ってお

ります。 

  その内容について、戸知山が適切かとい

うと、戸知山の場合は、先ほどもありまし

たように法律の網がかかっていて、建物が
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建てられないというのもあります。 

  ただ、行政として、大きな計画の中に入

れながら、そのものをやっていくというこ

とであれば、法律の緩和といいますか、可

能なものもできるというところでございま

すけれども。 

  今、私のほうは、学び舎というか、地域

の方々の交流の施設とか、そして、みんな

で育てる環境というのは、学校に近いほう

がいいんじゃないかなというところで、小

学校のところを利用した形のいわゆる地域

交流センターであるとか、学び舎というお

言葉になるかも分かりませんけれども、そ

ういうところで、お金をかけずに、ただし、

内容を非常に高いものに持っていくという

ことも必要かなというように思っていまし

て。ただ、自然がないというところはあり

ますけれども、そういう考え方で補完がで

きないのかなというのも、ちょっと考えて

おります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  いろんな規制はね、さっき言うように、

行政、豊能町は先頭切ってやるんやったら

規制外れます、行けます、間違いないです。 

  初めに私が大阪府行ったときもそうです。

町が主導的な立場でやるんだったら、そう

いう規制は外れます。大丈夫です。ただ、

行政と民間とのスピードが違うから、多分、

追い越されたら逃げていきますよと。だか

ら、町が主体的に、やっぱりきちっとやっ

ていくんやったら、いけますよと言うんで

す。 

  それと、今、お金がかかるという話あっ

たけども、あの道路なんですねん。なんぼ

かかりまんねん、あの補修。そうでっしゃ

ろ。 

  あれ、ほんまは柳井組がやらなあかんこ

とでしょう。私ね、あれ、もう訳分からへ

んねんけどね。和解ですか。和解というの

は、辞書で引いたら、当事者が互いに譲歩

し合い、争いをやめる、合意をすることで

す。じゃあ、柳井組は何を譲歩したのか。

譲歩じゃなく、負荷をかけられたんちゃう

かと私は思いますよ。 

  それから、豊能町、そんなら何を譲歩し

たんやと。言うたら悪いけど、２００％負

荷かけられて、柳井組の分まで負担をって、

なおかつ５００万円払いまんねんで。私や

ったら、あんな腐った土地要りまへんわ。

逆に、取ってくれへんのやったら、中の道

路舗装してくれと。それぐらい言うて、こ

れ、和解ですがな。こんなもん、和解でも

何でもあらへんやん。談合みたいなもんや。 

  だから、そこにそんだけの金使うんやか

ら、そこへそんな金使うんやったら、続い

てね、中のほうに設備投資しなさいと。そ

の未来にかけてやりなさいと。方法は何ぼ

でもあるでしょう。いろいろ財政も厳しい

でしょう。でもね、年間の予算の中で、臨

財債もありゃあね、いろんなものあります

やん。町債もあるし。未来にかけてどうす

るかいうことをやれば、一番手はどこやね

んと。何のための教育力日本一やねん。 

  何も日本一というのは、さっき質問で出

ましたけど、こんなもん点数ではかれるも

のちゃいまんねん。日本の教育いうのは、

知・徳・体、ありますけども、知育はこれ

は点数出まんねん。体育もある程度出まん

ねん。徳は出ない、これは人間性ですわ。

でも、ここが一番大事なところなんですよ。 

  だから、それこそ将来この豊能町を立て

るために、どこに金使うねんということで

すわ。そういうことを考えたら、全体の豊

能町の人が、そこに集まって、和気あいあ

いと町の在り方、子どもの在り方、お互い

に話し合いながら、学び合いながら、自己
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実現、生涯学習、自己実現、自分を高める、

町をどうする、そういうことの場所もなか

ってね、何が保幼小中ですねん。 

  ここはすごいなと、豊能町。すごいな思

うたのは、保幼やったいうのはすごい。よ

そは小中一貫校ですわ。保幼というのは、

最初のシームレスに入れた人ね、教育長、

初めシームレスの意味分からへんかったや

ん。シームレスに保幼をつないで、小学校

につないで中学校に行く。１５年間の。こ

れ、すごいことですよ。 

  そこまで言うてるんやったら、基本の基

本の親の対応。親は孤立してますわ、今。

社会が変化して、それで働いている親御さ

んもいてる。いろんな症状の子どももいて

る。そういう人は、本当に精神的に参って

もうて、孤立してもうとるわけですよ。そ

ういう人が集まってやれる場所。そういう

場所をつくったらどうやと。 

  最終的に皆そこへ行くんやけども、例え

ば親御さんの働く場所がないんやったら、

お母さんね、そこで保育士の免許を取るよ

うな施設もつくってあげて、そこで働きな

がら子どもを見れるわけですよ。 

  そういうやっぱり全体的に、もう教育は

ね、あれでっせ、福祉と教育がもう一緒く

たになるような、今、状況になっています。

だから、豊能町も去年からの子育てすくす

く支援何とかいうのありますね。あれが去

年からやってますね。あれなんか教育的な

ところがほとんどですよ。 

  今回の保幼を入れたことで、本当に教育

委員会、大変忙しなると思う、これからは。

だから、教育委員会をサポートする形で、

町長が協働して、どれだけの予算、どれだ

けの職員と一緒になってフォローしながら

やっていけるかということです。 

  もう一回、ちょっとその辺聞かせてくだ

さい。将来的なことで。そういう集まる場

所、学び舎。僕は、この間、機関紙出した

けど、あれは、前の教育力日本一って６０

億の一貫校を西地区につくろう言ってたと

きのね、私が考えたやつですわ。ペスタロ

ッチのあれで６０億予算を立ててやったん

です。 

  だから、そういうことで、豊能町の将来、

これからの将来、子ども、そのために何を

つくるのやと。私は戸知山にせっかくあん

な金かけて、きれいに道路を舗装するんや

ったら、その一歩奥に行かなね、何のため

にあれやりまんのや。柳井の尻ふきしてる

んちゃいまっせ。どないですか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  戸知山に言及されておられますけれども、

これまで自治体が住民の方々に対するサー

ビスというのは一方的で、今、時代の背景

から含めて、それから地域の多様性とか複

雑化というところで、あらゆる面でサポー

トをするときに、協働という形で住民の

方々と一つに向かっていくと。それぞれの

ところを支えながら、そして、発展をさせ

ようという方々のお力を借りながら、まち

づくりをしていかないといけない。そのと

きには、やはり皆さんが活躍できる、いわ

ゆる発表の場でありますとか、そういうよ

うな生涯教育も含めて、全世代ができるよ

うなところを活躍できる場所というのは、

やっぱり絶対に必要な内容であるというよ

うに思います。 

  財政面も含めて、戸知山という言及をさ

れたときには、ちょっとハードルが本当に

高い状態ですけれども、議員が御指摘のよ

うな総合的な学び舎、全世代が活躍できる

ような場面というのは、しっかりとつくっ

ていく。そのことによって、未来を支える
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子どもを育成し、町の魅力ができるという

ところで、財政面全体含めて検討させてい

ただきたいというように思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  私が戸知山言うてるのは、あんな道路ね、

金かけてやるんやったら、その向こうに行

きなさいと。物すごい広いですやん、あそ

こ。 

  ペスタロッチ工法いうのはね、物すごい

広いところに芝をふいて、真ん中に図書館

を建てて、子どもを集めて。それだけです

ねん。だけど、その中から、子どもと一緒

に親がついてくる。親と子どもの触れ合い

の場。 

  今ね、言うたら悪いけども、教育の原点

の家庭教育がなってないと、私は思いまっ

せ。 

  私、今ね、信号のところに立たせてもう

てます。子ども皆ね、今、ホワイトボード

立てて、それでインクも置いて、何でも書

けと、やらせます。家庭が見えまっせ。何

て書いた、一番最初。怒られたがな、私。

町長も知ってました。死ね、死ねって書い

た。そんなん書く子もおりますんや。 

  この二、三日前ね、私がずっと正月から

休んでました。ちょっと調子悪くて。朝立

つの。この間、家におったら、ピンポンと

か何回も鳴る。子どもが４人ほど、「おっ

ちゃん」って来てた。何かなと出たんや。

「おっちゃん、遊ぼ」って言うた。えっと

思った。まあええわ、そんなら入りやと。

４人のうち２人、マスク持ってない。マス

クあかんやないかと。おっちゃんのやるか

らと２つあげた。鍵をあけるなり、がーっ

と入った、２人。ほかの子は待ってますん

やで。ほんで、スリッパ置いた。スリッパ

履かんと上がるやつおる。ほかの子、「お

っちゃん、ちょっと雑巾貸して」って、足

拭いて上がるやつおる。それから、パソコ

ンでいろいろ遊んどって、そんなら急に２

階に上がり出すから、「どこ行くのや」

「おっちゃんの部屋、２階やろ」こう言う。 

  だから、家庭が基本ですわ。家庭の要す

るに文化というか、文化というのは生きが

いですわ。その家庭がどこに生きがい持っ

ているか。子どもに生きがいを持って生活

しているのか。自分の遊び、学、それを生

きがいにしているのか。文化というのは、

各家庭で違うわけ。文化は物まねしたらい

かん。自分ところの独自の文化、そういう

のがね、今言うね、集まっていろんな話を

する中で、お互い学び合えるわけ。 

  僕は今、あそこに立っておって、今の子

どもかわいそうやなと、私らの時代と比べ、

私は貧乏のどん底でしたんやで、御飯食べ

られへんような状態。こたつもなかった。

晩、お母さんがね、股ぐらに冷たい足を挟

んでくれた。いまだに覚えてますよ。あり

がたいな。そういう、今、物は豊かになっ

たけどね、そういうの全くない。そういう

ね、みんながお互いにそういう文化を出し

ながら、お互いに認め合いながら高める、

そういう場所をつくらなあかんて。それが

教育日本一の出発点です。だから、そうい

う予算を考えてほしいなと。 

  やっぱり職員も一緒になって頑張っても

らういうことで、さっき言った人格的な権

威。これは学校がそうです。人格的な権威

というのは、先生が先生としてあるべきこ

とをするから、子どもが黙ってついてくる

んですよ。 

  ところが、あそこで立っとっても、毎朝

立っとっても、たまに来た先生ね、子ども

が「ああっ、先生」って行きますがな。そ

れはこれですわ。あの先生についていこう

というね。そういう人格的な権威がなくな
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ってるんです。親御さん特に。政治家もそ

うです。 

  そういうことで、生涯学習時代に入って

るんやから、これからは生涯学習、一生涯

学び続ける、親も子も。みんながそういう

時代に入ってるわけですよ。 

  だから、そういう学び舎のあれをつくっ

たらどうやということで、今、あれやっと

るんです。 

  それともう一つ。やっぱりそうは言うて

も、今の親御さんは、何というんかね、い

ろんな情報を、ええ情報も悪い情報もある

んやろうけど、やっぱりインセンティブを

与えな動かへんような社会状況になってま

すわ。そうすると、午前中も質問出てまし

たけども、子どもを育てる、いわゆる幼児

教育、幼児教育の完全無償化いうのは考え

なあかん。これ、保幼小中一貫校になった

んでしょう。保幼小中なって、それが義務

教育化されてるわけやん。義務教育ってい

うのは、３つの根本的な原則あるでしょう。

そのうちの１つが無償化ですわ。これは絶

対取り組まなあかんのやけど、それ、どう

ですか、町長。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  教育の無償化については、国も、いわゆ

る次世代を支えるというところで、無償化

が３歳から５歳のところまで来たというと

ころです。やはり、これからは未就学児の

教育というところももちろんそう。それか

ら、同時に高校、大学まで含めてというと

ころですので、国のほうの施策も含めて、

それはしっかり取り組んでいかないといけ

ないと思っています。 

  ただ、今の現状として、早く先手を打っ

てというところはありますけれども、今の

ゼロ歳児から３歳まで受け入れている保育

所ですけれども、まだ、ふたば保育園のほ

うはぎりぎりの状態、吉川のところは、も

う本当にぎりぎりで、今、無償化をしたと

きに、すぐに満杯になる。そうすると受入

れできないというところですので、西地区

での認定こども園も含めて、このタイミン

グのときに、それを同時期に合わせないと、

不十分になってきますので、その考え方は、

やっぱり国も含めて、しっかりと取り組ん

でいきたいというように思っています。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  今、いみじくも町長が言うた先手ですわ。

先手必勝。１番というたらそういうことや

ねん。２番はさっきいうたように、２番は

もう１００番と一緒。１番やないとあかん

わけですよ。 

  一つ悪いのは、豊能町は宣伝が下手。人

口増や言うてましたやん。さっき午前中も

質問あったように、子育て世代を呼び込も

うと言うてますやん。じゃあ、子育て世代

に対して、インセンティブ与えて、それを

全国的に発信せなあきません。ほんなら、

豊能町すごいなって、無償やでと。そんな

ら、どんどんどんどん人口増えますやん。

何もせんと、へ理屈言うとったってあかん

と思う。まずやる。 

  そういうことでは、今の子育て支援とい

うことでは、昨年かな、２７年か。子ども

すくすくプラン第１期ができまして、今回、

昨年度かな、第２期の子どもすくすくプラ

ンというのができている。これの進捗状況

をちょっとお知らせ願います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  八木こども未来部長。 

○こども未来部長（八木一史君） 
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  豊能町子ども・子育て支援事業計画、豊

能すくすくプラン第２期を令和２年３月に

策定しています。計画策定に当たりまして

は、第１期の進捗状況を検証して、時代に

合った地域のニーズを把握するため、豊能

町子ども・子育て審議会の開催、アンケー

ト調査、パブリックコメントなどを行って

おります。 

  支援サービスとして、放課後児童クラブ

やファミリーサポートセンターの充実、母

子保健事業との連携による妊娠・出産期か

ら子育て期までの切れ目ない相談支援体制

など、ある程度充実しているものもありま

すけども、病児・病後児保育や家庭におけ

る教育力の向上など、まだまだ課題も多い

状況でございます。 

  今後、計画の進行管理を行い、施策の実

施状況について、点検・評価して、子ど

も・子育てニーズに合った諸施策を実施し

ていきたいというふうに考えておるところ

でございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  教育委員会、あそこまで言うてますんや。

どっちかいうたら福祉部門と一緒になって

やってるような。縦割り行政はあかんので

すわ。子どもに関しては、もう全体でやら

なあかんわけです。うち関係ないよちゃい

まんねん。建築から何から全部子どもに関

連してるわけです。だから、今の豊能町子

どもすくすくプラン、これはいわゆる福祉

と教育が一体になったんやね。対応がちょ

っと遅いなという気はするんですけど。 

  豊能すくすく子どもプランのいわゆる理

念、基本理念。子どもと子育て家族を大切

にする町、豊能町。豊能町は、人と何とか

を大切にするやったけど、これ、子どもと

子育て家族なってますねん。家族は、どれ

だけね、やっぱり豊能町にとって基本なん

だから。国の未来が子ども、豊能町の未来

も子ども、その最低限のあれはね、家庭で

すわ。教育大国イコール家庭大国なんです

よ。豊能町の教育力日本一は、豊能町の家

庭力日本一なんです。だから、家庭の親を

どうみんなでサポートしていくか。そのこ

とが子どもに反映されるんですよ。だから、

僕、子どもと関わって、子ども見とったら、

家庭が見えるわと。どう思ったんか知らん

けど、遊びに来る子がおる。「おっちゃー

ん」とか言って遊びに来る。それは、僕の

あれなんかどうなんか知らんけど。 

  だから、そういうことね、これから、も

っと、やっぱり子どものために全体がどう

あるべきか。森田教育長が言うてるように、

全てが子どものためにって言うてますよ。

全てが子どものためにどうあるべきか、と

いうことを、これからやっていかないかん

のですけども、その辺でね、もっと、教育

長、私が今言うた戸知山構想、どう思いま

すか。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  いろいろ大切なこと、それから、戸知山

を使っての構想、御提案をいただいており

ますけれども、豊能町を見渡したときに、

確かに戸知山を使って、これ有効活用して

いかないとならないと、議会のほうの皆さ

んからも、いろんな御提案をいただいてお

ります。 

  その中で、学び舎という話をお聞きした

ときに、写真を見させていただいたときに、

これはあの図書館、それから、いろんなも

のをね、寮ですとか、学習センターですと

か、そういうものが、もちろんあればいい

なというのは思います。 
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  ただ、今は時間をかけて、学校を、子ど

もたちの数が減ってきている、小中学校を

どうするかということをずっと論議をして

きて、それで、東、西にこれは義務教育学

校をつくっていこうと、いうようなときで

ございます。ですから、やはりいろんな必

要なものは、たくさんあると思うんですけ

ども、やはりそれは優先順位をつけて、財

政のこととも考えながら進めさせていただ

くことが必要ではないかなと。 

  プランは、すばらしいことやと思います。

秋田の国際教養大学が思い浮かぶような、

それはすごいことだと思いますけれども。

それから、もし、そういう学び舎に変わる

ものは、やはり必要だということであれば、

東・西に再編した学校の中でも、そういう

ことは、私はできると思うんです。家庭の

力はもちろん大事ですけども、家庭の力だ

けでは進まないから、みんなが集まって、

協働で、子どもたちをどうしようか。そこ

のところをみんなで考えていって、やっぱ

り具体的なビジョンをきちっとみんな、こ

ういう子どもを育てよう、そのためには何

が必要や、今、一番の課題は、やはり子ど

もたちに、家庭、学校での生活習慣、学習

習慣、読書習慣、本当に基本的なことです

けども、これをきちっとどの子にもつける

ことが、やはり最優先ではないかなという

ように思っております。 

  確かにいいことたくさん言っていただい

ております。それはありがたいことやと思

いますけれども、そういうことで、今、や

はり教育委員会としては、何をしなくては

ならないかということがございますので、

また、今いただいた御提案のことは、きち

っと頭に残しながら、いろんなことを進め

てまいりたいというように思いますので、

今後とも、いろいろ御提案いただけたらと

いうように思います。 

  ありがとうございます。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  そやから、そういうことやね。そういう

場所が、これから学校が統廃合になる中で、

空いた公民館とか、いろんなところも出る

かも分からない。そういうところも大いに

利用して、みんなが集まれる場所、そうい

う場所の設定をしていただきたいなと思い

ます。 

  コロナもあって、社会がややこしゅうて

しゃあないと。だから、人間が変わったな

と、私はもう悪なったなという気がするん

ですけども、人間はよく生きなければなら

ないと孔子は言うとるんですけども、望み

は程々にして、いわゆる経済至上主義から

人間尊重いうかね、そういうことをやって

いかんと、いわゆる自然破壊が起きたり、

今のコロナからやられたりするわけです。

強い者は弱い者を助けるという。それから、

ある者はない者に施すと、そういう儒教の

精神も大事やと思います。 

  かつて日本は経済大国で、とにかくアジ

アではナンバーワンのリーダーシップを取

っておったわけです。そのとき、台湾の金

美齢いう人が、リップンチェンシンのこと

を言っていました。自分が子どもで、日本

の統治下にあったときに、そういう言葉が

あったと。これは、清潔、信頼、責任感、

規律遵守というような意味らしいです。日

本人の精神のことですね。そういうことを

言っている。 

  それと、マレーシアの国は、その当時は

ルックイースト、いわゆるルックジャパン、

日本を見よと、経済大国の日本を見よと、

日本一番やなとか言うとったんやけど、た

だ、そのときに日本の経済発展を教育の熱

心さにあると言ったあれがあるんですよ。
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それは国際教育関係のあれですわ。 

  だから、やっぱり我々はこれから子ども

をどう育てるか、これを基本的にやらんと、

この豊能町がなくなりますわ、はっきり言

うて。予算的なもんもね。 

  私は、文化というか、生きがいをもっと

高めないかんなと。このチラシのあれでも

書いたんですけど、文明が文化を凌駕した

ということを書いたんです。分かってくれ

たかどうか分からへん。今は人間のおごり

なのかでね、過剰の利便性の追求の果てに、

人間としての生きがいである文化生活を自

ら脅かしているようであります。物は豊か

になったけども、さっき言うたように心は

貧しくなったと。自業自得ということです

けれども。結果、自然破壊とか、異常天候、

それからコロナね。コロナも私はそうやと

思うんです。襲来いうのはね、やっぱりお

ごりですわ。 

  そういう状況下の中で、人間が人間とし

てあるべき姿を再生する究極の時代を迎え

たような、私は気がしております。そして、

何よりも国の責任、政治家の責任が、今、

問われていると思います。 

  政治の原点は、経世済民と言うんですけ

れども、世を治め、民を救う、これが経世

済民です。日々のニュースに見るにつけ、

今の政治家は、「世を治め」やのうて、自

分の懐に「金を収め」やね。それで、民を

救うんではなくて、民の足をすくうとるん

ちゃうかと。真の政治家を経世家と言いま

すけども、さっきの金田一京助の辞書も引

いてみたんです。経世家とは、「今どきの

政治家と違い」って書いてます。今どきの

政治家と違いですわ。しょうもない政治家

ばっかりです。「国家百年の大計が念頭に

ある真の政治家を経世家と言います」いつ

からそうなったんですかね。そんな政治家

を選んでいた一国民であることにじくじた

る思いがいたしておりますけども。 

  今後、子どもたちから笑われないように、

我々はやっぱり子どもたちの未来に向けて、

頑張っていかなあかんのちゃうかなという

気がいたしております。 

  ですから最後に、時間もありませんので、

町長と教育長に、やっぱり子どものために

胸を張って、将来、子どもたちが大人にな

ったときに、「ああ、あの時代の人は頑張

ってくれたんやな」ということが聞けるよ

うに頑張っていきたいと思いますので、最

後に、その辺の決意を町長、教育長、お願

いします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  西岡議員がおっしゃるとおり、子どもた

ちのことを第一番に考えて、今やらないと

いけないのは、家庭、地域、そして我々自

治体も含めて、問題解決をしっかりしてい

くということで、情報共有、そしてその中

から得られる信頼を取り戻さないと豊能町

の未来はないということでございますので、

一歩一歩ではございますけれども、それを

しっかりとやらせていただきたいというよ

うに思います。 

○議長（永谷幸弘君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  先ほどもお話しさせていただきましたよ

うに、やはり新しい教育システム、あるい

は学校を再編していく、この間からも申し

ていますように、どのような教育を本町で

行っていくか、そして、そのためにはどう

いう環境をつくっていくか、グランドデザ

インを作成し、今、それを一つずつ、みん

なでつくり上げようとしております。 
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  やはり、議員もおっしゃいました協働、

これは学校、家庭、地域、これはみんなで

知恵を出し合い、力を出して、それで学校

をつくり上げていく、これは全て子どもた

ちのためにというふうなことだというよう

に思います。 

  そして、いろんな新しいシステムの中で、

子どもたち、そして学校を応援、支援する

システム、これが人が変わっても、時代が

変わっても、やはりうまくバトンタッチで

きるような、そういうシステム、少し時間

がかかると思いますけれども、みんなでつ

くり上げていきたいというように考えてお

ります。 

  どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（永谷幸弘君） 

  西岡義克議員。 

○１１番（西岡義克君） 

  ありがとうございます。 

  ですから、これから地域、家庭、学校、

そして我々議会も行政も一つになって、や

っぱり豊能町の未来、豊能町の子どものた

めに協働して頑張っていただきたいと、頑

張っていこうと思います。よろしくお願い

いたします。 

  ありがとうございました。 

  一般質問を終わります。 

○議長（永谷幸弘君） 

  以上で、西岡義克議員の一般質問を終わ

ります。 

  以上をもって本日の日程は全て終了いた

しました。本日はこれをもって散会いたし

ます。 

  次回は３月５日、午前９時３０分より会

議を開きます。大変に御苦労さまでござい

ました。 

 

散会 午後３時５８分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 
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  以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    令和  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員 １１番 

 

        同   １２番 

 

 

 


